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月 日

㸰日 ධ学⪅受付

㸱日 新₲大学ධ学ᘧ，教育学部新ධ生ಖㆤ⪅᠓ㄯ会，介ㆤ等体㦂事๓指ᑟ

㸲日 教育学部学年ู࢞ࢲ࢖ンス（１年次，㸱年次）

㸳日 教育学部学年ู࢞ࢲ࢖ンス（１年次，㸰年次，㸲年次）

㸶日 ➨１学ᮇ授業開ጞ

11日 教ဨᚿᮃ学生向け≉ูㅮᗙ（教⫋理解≉ูㅮᗙ（ᛂ用コ࣮ス・基♏コ࣮ス）㹼5� 1���）

1�日 㯪明⚍

��日
新₲┴公立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（㢪᭩受付ᮇ㛫）（㹼����）
新₲ᕷ立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（㢪᭩受付ᮇ㛫）（㹼����）

��日 教᥇合᱁࢞ࢲ࢖ンス（㸲年次学生向け）

㸱日 ᫓ᮇ教育実習（㹼��1�）

1�日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（理科実ᢏヨ㦂対⟇㹼���1），教育学部ᚋ᥼会ᙺဨ会

��日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（小論文指ᑟ）

�1日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（教᥇対⟇ㅮᗙ（≉ูᨭ᥼教育））

㝶᫬ 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（㡢ᴦ実ᢏヨ㦂対⟇・体育実ᢏヨ㦂対⟇）

６日 教育学部ᚋ᥼会理事会・⥲会

７日 新₲┴公立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（➨１次検ᰝ），新₲ᕷ立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（➨１次検ᰝ）

19日 キࣕリ࢔ᨭ᥼࢞ࢲ࢖ンス（㸱年次学生向け）

��日
教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（教ဨ᥇用検ᰝ合᱁⪅（༞業生）のᶍᨃ授業見学）
➨１学ᮇ定ᮇヨ㦂（㹼���），新₲ᕷ中ሀ教ㅍ等資質向ୖ研ಟ（㹼1�月）

１日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（場㠃指ᑟ）

㸳日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（ᶍᨃ授業㹼���）

㸶日 新₲大学࣮࢜ࣉンキࣕンࣃス（㹼��9）

11日 ኟᮇఇ業（㹼9���）

1�日
新₲┴公立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（➨㸰次検ᰝ）（㹼����）
新₲ᕷ立学校教ဨ᥇用選考検ᰝ（➨㸰次検ᰝ）（㹼��1�）

㸰日 ほ察・ཧຍ実習（㹼9��）

��日 ⛅Ꮨ༞業ᘧ

��日 全学ᑵ⫋⥲合࢞ࢲ࢖ンス

１日 ⛅Ꮨධ学ᘧ，➨㸰学ᮇ授業開ጞ

７日 教ဨ᥇用検ᰝ受㦂ண定⪅向け࢞ࢲ࢖ンス（㸱年次学生向け）

1�日 ୕条ᕷ教育ጤဨ会と教育学部との連ᦠ᥎㐍協議会

19日 新₲大学㹕㹣㹣㹉 ��19（㹼1����）・新大⚍（㹼1����）

�1日 ⛅ᮇ教育実習（㹼11�1）

�1日 ⮫᫬教ဨ᥇用ᕼᮃ⪅Ⓩ㘓࢞ࢲ࢖ンス

11日 ௻業・公ົဨᕼᮃ⪅向けᑵ⫋࢞ࢲ࢖ンス

��日 教育学部᥎⸀ධ学ヨ㦂・㣴ㆤ教ㅍ≉ูู科ධ学ヨ㦂

��日 教育学部教育実習㐠Ⴀ協議会

1�日 㣴ㆤ教ㅍ≉ูู科ධ学ヨ㦂ࠉ合᱁⪅発⾲

��日 ෤ᮇఇ業（㹼1��）

６日 授業開ጞ

1�日 大学ධヨࢭン࣮ࢱヨ㦂（㹼1�19）

��日 ➨㸰学ᮇ定ᮇヨ㦂（㹼��1�）ࠉ

��日 教育学部ྠ❆会と教育学部との᠓ㄯ会

1�日 ᥎⸀ධ学ヨ㦂ࠉ合᱁⪅発⾲，新₲ᕷ教育ጤဨ会と教育学部との教育᠓ㄯ会

1�日 教ဨ᥇用ヨ㦂対⟇ᨭ᥼ࢢࣟࣉラム（教ဨ᥇用ヨ㦂の最新動向と対⟇࢞ࢲ࢖ンス）

1�日 新₲┴教育ጤဨ会と教育学部との連ᦠ᥎㐍協議会

��日 新₲大学ධ学ヨ㦂（๓ᮇ日⛬）（㹼����）

㸶日 新₲大学ධ学ヨ㦂（๓ᮇ日⛬）合᱁⪅発⾲ࠉࠉ

11日 ᫓ᮇఇ業（㹼���1）

1�日 新₲大学ධ学ヨ㦂（ᚋᮇ日⛬）

1�日 教育学部ᚋ᥼会理事会（中Ṇ）

��日 新₲大学ධ学ヨ㦂（ᚋᮇ日⛬）合᱁⪅発⾲

��日 新₲大学༞業ᘧ（中Ṇ），教育学部༞業⚃㈡会（中Ṇ）

９月

1�月

㸰月

１月

1�月

㸱月

11月

ᩍ⫱学㒊ࠉ���

事ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㡯

６月

㸶月

７月

㸲月

1．イベントカレンダー
　1.1　教育学部
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᭶ ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯 ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯 ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯
㻤 䠍学ᮇጞ業ᘧ・ධ学ᘧ 㻡 ╔௵ᘧ䠈䠍学ᮇጞ業ᘧ㻘㻌ධ学ᘧ 㻤 新௵ᘧ䠈➨䠍学ᮇጞ業ᘧ
㻝㻢 ➨䠍ᅇ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻝㻤 ඲ᅜ学ຊ・学習≧ἣㄪᰝ䠄䠏年䠅 㻥 ධ学ᘧ
㻝㻤 ඲ᅜ学ຊ・学習≧ἣㄪᰝ㻔䠒年㻕 㻞㻞 ➨䠍ᅇ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻝㻣 㧗➼部䠏年⏕ಟ学᪑行㻔䡚㻝㻥᪥㻕
㻝㻥 䠍年⏕を㏄䛘る఍ 㻞㻢  ᤵ業ཧほ䠈∗ẕ教ᖌ఍⥲఍䠈教育᣺⯆఍⥲఍ 㻝㻥 中学部㐲㊊
㻞㻞 ➨䠍ᅇ㑊㞴カ⦎
㻞㻢 ඲校ཧほ᪥・∗ẕ教ᖌ఍⥲఍

㻝㻤 附属኱㐠ື఍ 㻝㻝 ➨4㻢ᅇと䛝䜟య育⚍ 㻤 ➨䠍ᅇ㑊㞴カ⦎
㻞㻝 ➨䠎ᅇ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻝㻢 䝪䝷ン䝔䜱䜰Ⓨ㊊ᘧ 㻝㻜 小学部㐲㊊
㻞㻞 బΏ⮬↛教ᐊ㻔䠑年㻕䠄䡚㻞4᪥䠅 㻞4 ➨䠍ᅇ⏕ᚐ⥲఍ 㻞㻡 㐠ື఍䠈ධ㛛教育実習䐟
㻞㻣 㻳㻭㼀㻭㻙㻷㻱㻺公㛤ᤵ業◊✲䠄㻵㻺新潟኱学䠅 㻟㻝 䠍学ᮇᐃᮇ䝔䝇䝖䠄䡚㻟᪥䠅
㻝 㻳㻭㼀㻭㻙㻷㻱㻺公㛤ᤵ業◊✲ 㻟 䠍学ᮇᐃᮇ䝔䝇䝖䠄㻟㻝᪥䡚䠅 㻟 ᫓ᮇ教育実習㻔䡚㻝㻡᪥㻕
㻟 ᫓Ꮨ教育実習㻔䡚㻝4᪥㻕 㻟 ᫓Ꮨ教育実習䠄䡚㻝4᪥䠅 㻝㻣 㧗➼部⫋ሙ実習㻔䡚㻣㻛㻢㻕
㻢 䠍䡚䠐年Ⓩᒣ㻔ᘺᙪᒣ㻕 㻣 䛩䛺䜔ま᏶Ṍ኱఍ 学校ㄝ᫂఍䐟

㻝4 ➨䠎ᅇ㑊㞴カ⦎ 㻝㻤 新潟市య育኱఍䠄䡚㻞㻥᪥䠅 㻞4 学校ㄝ᫂఍䐠
㻞4 ඲校学習ཧほ᪥

㻞㻟 䠍学ᮇ⤊業ᘧ 㻝 ₇๻㚷㈹教ᐊ 4 中学部校内ᐟἩ学習㻔䡚㻢᪥㻕
㻞㻢 市㝣ୖグ㘓఍ 㻥 ➨䠍ᅇ学校ホ㆟員఍・い䛨䜑ᑐ⟇ጤ員఍ 㻞4 ➨䠍学ᮇ⤊業ᘧ

㻝㻝 ༗๓ᤵ業・ಶู᠓ㄯ఍䠄䡚㻝㻣᪥䠅
㻝㻟 県⥲ྜయ育኱఍䠄䡚㻞㻢᪥䠅
㻝㻥 䠍学ᮇ⤊業ᘧ
㻞㻢 㻺㻴㻷ྜၐ䝁ン䜽䞊䝹新潟地༊኱఍
㻞㻢 附属新潟ྠ❆఍⥲఍

㻝 新潟市ỈὋグ㘓఍ 㻡 新潟市ᗈ島平࿴グᛕᘧ඾ὴ㐵䠄䡚㻣᪥䠅
㻞㻢 䠎学ᮇጞ業ᘧ 㻞㻟 䠎学ᮇጞ業ᘧ
㻟㻜 ඲校学習ཧほ᪥
㻞 䠎年ḟほᐹཧຍ実習䠄䡚㻢᪥䠅 㻞 䠎年ḟほᐹ実習䠄䡚㻢᪥䠅 㻞 ➨䠎学ᮇጞ業ᘧ
㻟 立ᒣ⮬↛教ᐊ㻔䠒年㻕䠄䡚㻢᪥䠅 㻝㻝 ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻢 ➨䠎ᅇ㑊㞴カ⦎
㻝㻞 ➨䠏ᅇ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻝4 ₇๻Ⓨ⾲఍ 㻝㻜 㧗➼部特య㐃䝇䝫䞊䝒኱఍
㻝㻣 附属䜸䞊䝍䝮◊ಟ఍䠄䡚㻞㻤᪥㻘඲䠐ᅇ䠅 㻞4 䠎学年⫋ሙయ㦂学習䠄䡚㻞㻢᪥䠅 㻝㻞 中学部䠏年⏕ಟ学᪑行㻔䡚㻝4᪥㻕

㻞㻣 ඲附㐃໭ಙ㉺⚟஭኱఍ 㻞4 㧗➼部⫋ሙ実習㻔䡚㻝㻜㻛㻝㻞㻕

㻟 ධ学ᕼᮃㄝ᫂఍ 4 市⥲య䠄す地༊䡚㻝㻝᪥䠅 㻝㻡 ධ学⪅㑅考᳨ᰝ
㻝㻞 附属䜰䞊䝖䝭䝳䞊䝆䜰䝮 㻢 学校ㄝ᫂఍ 㻝㻤 ධ学チྍ⪅公♧
㻞㻝 ⛅Ꮨ教育実習㻔䡚㻝㻝᭶㻝᪥㻕 㻝㻤 教育◊✲Ⓨ⾲఍ 㻞㻝 ⛅ᮇ教育実習㻔䡚㻝㻝㻛㻞㻕
㻞4 䜽䝻䝇䜹ン䝖䝸䞊㼕㼚ẕの᳃ 㻞㻝 ⛅Ꮨ教育実習䠄䡚㻝㻝㻛㻝䠅
㻞㻥 㻳㻭㼀㻭㻙㻷㻱㻺公㛤ᤵ業◊✲

㻟 㻳㻭㼀㻭㻙㻷㻱㻺 㻝 ᅜẸᩥ໬⚍・㐃ྃの⚍඾ 㻞㻥 特ูᨭ᥼教育◊✲఍
㻝㻢 附属䝭䝳䞊䝆ッ䜽䝇䝔䞊シ䝵ン 㻝㻝 䠎学ᮇᐃᮇ䝔䝇䝖䠄䡚㻝㻞᪥䠅
㻞㻝 ➨䠏ᅇ附属୕校ྜྠ㑊㞴カ⦎ 㻝㻢 ➨㻟㻥ᅇ㡢ᴦの䛴䛹い

㻞㻝 ➨䠏ᅇ附属୕校ྜྠ㑊㞴カ⦎
㻞㻤 ༗๓ᤵ業・ಶู᠓ㄯ఍䠄䡚㻝㻞㻛4䠅

㻝 新䠍年⏕ධ学㑅考䐟 㻟 ⏕ᚐ఍立఍₇ㄝ఍ 㻞㻟 ➨䠎学ᮇ⤊業ᘧ
㻞 新䠍年⏕ධ学㑅考䐠 㻣 新䠍年⏕ධ学㑅考䠄䡚㻤᪥䠅

㻞㻟 䠎学ᮇ⤊業ᘧ 㻞㻟 䠎学ᮇ⤊業ᘧ

㻤 䠏学ᮇጞ業ᘧ 㻣 䠏学ᮇጞ業ᘧ 㻤 ➨䠏学ᮇጞ業ᘧ
㻝4 䠏年㐍㊰᠓ㄯ఍䠄䡚㻝㻢᪥䠅 㻝4 新ධ⏕ಖㆤ⪅ㄝ᫂఍
㻞4 ➨䠎ᅇ⏕ᚐ⥲఍ 㻞㻡 䛩䛺䜔ま⚍

㻢 ึ➼教育◊✲఍䐟 㻟 䠏年䠏学ᮇᐃᮇ䝔䝇䝖䠄䡚4᪥䠅 㻟 㧗➼部య㦂ධ学
㻣 ึ➼教育◊✲఍䐠 㻢 䠍年「ᮾி⌜ู学習」䠄䡚㻣᪥䠅 4 中学部య㦂ධ学

㻝㻟 ➨䠐ᅇ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻝㻞 公立特Ⰽ໬㑅ᢤ᪥ 㻡 小学部య㦂ධ学
㻞㻜 新䠍年⏕ಖㆤ⪅ධ学ㄝ᫂఍ 㻝4 ∗ẕ教ᖌ఍実行ጤ員఍ 㻣 中学部䝇䜻䞊䛭り教ᐊ

㻞㻥
㻳㻭㼀㻭㻙㻷㻱㻺公㛤ᤵ業◊✲఍䠄新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ
ᣑ኱ண㜵⮫᫬ఇ校中のた䜑ᮍ実施䠅 㻝㻣 䠍䠈䠎年䠏学ᮇᐃᮇ䝔䝇䝖䠄䡚㻝㻤᪥䠅 㻞㻤 小学部䠒㏦఍䠈中学部䠏㏦఍䠈㧗➼部䠏㏦఍

㻞㻡 ྠ❆఍ධ఍ᘧ

㻡
䠒年⏕を㏦る఍䠄新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁண㜵ᑐ
⟇⮫᫬ఇ校中䛰ったた䜑ᮍ実施䠅

㻡 公立ධヨ学ຊ᳨ᰝ䠄䡚㻢᪥䠅 㻝㻤 ༞業ᘧ

㻥
学年部学習ཧほ䠄䡚㻝㻝᪥䠅䠄新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁண
㜵ᑐ⟇⮫᫬ఇ校中䛰ったた䜑ᮍ実施䠅 㻝㻟 ➨䠎ᅇ学校㐠Ⴀ༠㆟఍・い䛨䜑ᑐ⟇ጤ員఍ 㻝㻥

➨䠏学ᮇ⤊業ᘧ㻔新ᆺឤᰁ⑕ὶ行にక䛖ఇ
校ᥐ⨨にకい䠈中Ṇ㻕

㻝㻤
⤊業ᘧ䠄新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁண㜵ᑐ⟇⮫᫬
ఇ校中䛰ったた䜑ᮍ実施䠅

㻞㻡 ➨㻣㻞ᅇ༞業ド᭩ᤵ୚ᘧ 㻞㻡
離௵ᘧ㻔新ᆺឤᰁ⑕ὶ行にక䛖ఇ校ᥐ⨨に
కい䠈中Ṇ㻕

㻝㻥 ➨㻣㻟ᅇ༞業ド᭩ᤵ୚ᘧ

㻞㻢
離௵ᘧ䠄新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁண㜵ᑐ⟇⮫᫬
ఇ校中䛰ったた䜑ᮍ実施䠅

䛀䚷附属新潟小学校䚷䛁

䠎

䠍

䛀䚷附属特ูᨭ᥼学校䚷䛁

䠕

䠔

䠍䠌

䛀䚷附属新潟中学校䚷䛁

䠏

䠍䠎

䠍䠍

䠐

䠑

䠒

䠓

　1.2　附属学校
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᭶ ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯 ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯 ᪥ 事䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㡯
㻡 ╔௵ᘧ䠈䠍学ᮇጞ業ᘧ䠈ධ学ᘧ 4 ╔௵ᘧ䠈ጞ業ᘧ 㻡 䠍学ᮇጞ業ᘧ

㻝㻡 ඲校௰Ⰻしの఍ 㻡 ධ学ᘧ䠈㻝年㻼㼀㻭ධ఍ᘧ 㻤 ධ園ᘧ
㻝㻣 学習ཧほ᪥㻌㻌 㻤 ᝟ሗ䝰䝷䝹ㅮ₇఍ 㻞㻞 䛣䜣に䛱はの఍
㻞㻢 校園ྜྠ㑊㞴カ⦎ 㻝㻜 ⏕ᚐ఍ධ఍ᘧ 㻞4 ஺通Ᏻ඲教ᐊ

㻝㻞 㻞䡡㻟年䠬䠰䠝 㻞4 ಶู᠓ㄯ఍䠄䡚㻞㻢᪥䠅
㻝㻡 㻼㼀㻭ᙺ員඲య఍・ホ㆟員఍䐟 㻞㻤 ྜྠ㑊㞴カ⦎
㻝㻥 䡱䡬䢈䢛䢙䡹䡴䡬䢕䠈㻼㼀㻭䡡ᚋ᥼఍⥲఍
㻝㻥 部άືಖㆤ⪅఍長఍
㻞㻢 校園ྜྠ㑊㞴カ⦎䠈小中ྜྠ⤖ᅋᘧ

㻞㻡 校園኱㐠ື఍䠄校園ྜྠ䠅 㻣 ⏕ᚐ఍ィ⏬⥲఍ 㻞㻡 校園኱㐠ື఍
㻥 ᤵ業䝇䜻䝹公㛤ㅮᗙ

㻞㻡 校園኱㐠ື఍䠈ධ㛛教育実習

㻟 ᫓ᮇ教育実習䠄䡚㻝4᪥䠅 㻟 ᫓ᮇ教育実習䠄䡚㻢㻛㻝4䠅 㻟 ᫓Ꮨ教育実習䠄䡚㻝4᪥䠅
㻝㻣 学習ཧほ᪥䠄ᚰの教育䠅 4 ึ௵⪅◊ಟᤵ業公㛤 㻡 ᝆஂᒣ㐲㊊
㻝㻤 ึ௵⪅◊ಟ䐟 㻞㻝 中㉺地༊ྛ✀኱఍䠄䡚㻢㻛㻞㻥䠅 㻝㻣 プ䞊䝹㛤䛝
㻞㻜 䠐年䝃䝬䞊䝇䜽䞊䝹䠄䡚㻞㻝᪥䠅 㻞㻣 ぶᏊ䛷⪺䛟ㅮ₇఍䠄ຍ⸨⚽一ᵝ䠅 㻞㻞 ᐙ᪘ཧຍ᪥䠄ᅵ᭙ཧほ䠅
㻞㻣 䠍䡚䠏年䜟䛟䜟䛟Ⓨぢ㐲㊊ 㻞㻣 ධ㛛教育実習

㻝 䠒年୕⪅㠃ㄯ䠄䡚㻟᪥䠅 㻞 ேᶒసᩥㅮ₇఍ 㻝 ಖ育ཧほ・学⣭᠓ㄯ఍䠄䡚㻟᪥䠅
㻢 䜸䞊プン䝇䜽䞊䝹・学校ㄝ᫂఍・学習ཧほ᪥䡡教ᖌຊ䜰ップ䝉䝭䝘䞊 4 䡱䡬䢈䢛䢙䡹䡴䡬䢕䡡㐍㊰ㄝ᫂఍・地༊᠓ㄯ఍ 㻝㻜 に䛣に䛣Ꮚ育て䝝ッ䝢䞊ㅮᗙ䐡

㻝㻢 ඣ❺ᘬ䛝Ώしカ⦎ 㻥 ධ㛛教育実習 㻝㻥 䠍学ᮇ⤊業ᘧ
㻝㻣 䠑・䠒年㉥ᇛ⮬↛教ᐊ䠄䡚㻝㻥᪥䠅 㻝㻟 県⥲ྜయ育኱఍
㻞㻟 ᐙᗞゼၥ䠄䡚㻞㻢᪥䠅 㻞㻝 中㉺地༊྿ዌᴦ䝁ン䜽䞊䝹

㻞4 ಖㆤ⪅㠃ㄯ䠄䡚㻣㻛㻞㻢䠅

㻣 ぶၿỈὋ኱఍䠄䠐䡚䠒年䠅 㻣 県྿ዌᴦ䝁ン䜽䞊䝹 㻞㻤 㻞学ᮇጞ業ᘧ
㻞㻜 ◊✲఍事๓ᡴྜ䛫఍ 㻞4 学校ㄝ᫂఍䠈部άື㻝䡡㻞年⏕ಖㆤ⪅௦⾲⪅఍

㻞㻤 㑊㞴カ⦎䐠 㻟㻜 ホ㆟員఍䐠䠈◊✲఍ᙺ員ᡴྜ䛫
㻞 ほᐹཧຍ実習䠄䡚㻢᪥䠅 㻞 ほᐹ䡡ཧຍ教育実習䠄䡚㻥㻛㻢䠅 㻝㻥 校園◊✲༠㆟఍

㻝㻟 市ぶၿ㝣ୖ኱఍䠄㻢年䠅 㻝㻜 㟁Ꮚ㯮ᯈ㻥ྎᑟධ 㻞4 ධ園㑅考ㄝ᫂఍
㻝㻥 附属長岡校園◊✲༠㆟఍䡡䜸䞊プン䝇䜽䞊䝹 㻝㻥 教育◊✲༠㆟఍ 㻞㻡 ஺通Ᏻ඲教ᐊ

㻞㻝 す㛵ᮾ྿ዌᴦ䝁ン䜽䞊䝹 㻟㻜 園内᥈᳨
㻞㻝 ⛉学の⏥Ꮚ園䝆䝳䝙䜰県኱఍ 㻟㻜 ධ㛛教育実習
㻞㻝 市中学校⨾⾡部సရᒎ䠄䡚㻥㻛㻞㻞䠅
㻞4 㻝年⏕新潟኱学ゼၥ

㻝 ึ௵⪅◊ಟ䐠 㻞 䜽䝷䝇䝬ッ䝏 㻞 ᥈᳨㐲㊊
4 䠍学ᮇ⤊業ᘧ 㻥 㒆市新ேྛ✀኱఍䠄䡚㻝㻜㻛㻝㻜䠅 㻝㻡 ධ園㑅考䠄㻝㻢᪥䠅
㻣 䠎学ᮇጞ業ᘧ 㻝㻣 ධ㛛教育実習 㻝㻤 ධ㛛教育実習
㻥 䝬䝷䝋ング㘓఍ 㻞㻝 ⛅ᮇ教育実習䠄䡚㻝㻝㻛㻝䠅 㻞㻝 ⛅ᮇ教育実習䠄䡚㻝㻝᭶䠍᪥䠅

㻝㻡 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考᳨ᰝ㢪᭩ཷ௜㛤ጞ 㻞㻡 㡢ᴦⓎ⾲఍ 㻟㻝 㑊㞴カ⦎
㻞㻝 ⛅ᮇ教育実習䠄䡚㻝㻝㻛䠍䠅 㻞㻥 ึ௵⪅◊ಟᤵ業公㛤

㻟㻜 ᮾி・中ኸ༊教ጤどᐹཷධ
㻢 市ぶၿ㡢ᴦ఍䠄㻢年䠅 㻣 長岡市教育䝉ン䝍䞊ㅮᗙᤵ業公㛤䠄㐨ᚨ䠅 㻝 に䛣に䛣Ꮚ育て䝝ッ䝢䞊ㅮᗙ䐢
㻝㻡 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考᳨ᰝ㢪᭩ཷ௜⥾ษ 㻝㻝 䜸䞊プン䝇䜽䞊䝹䡡㐍㊰ㄝ᫂఍ 㻡 ಶู᠓ㄯ䠄䡚䠔᪥䠅
㻝㻢 校内㡢ᴦ఍ 㻝㻞 学校㐠Ⴀ༠㆟఍ 㻝㻢 䛥䛟䜂䜣て䜣
㻟㻜 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考᳨ᰝ 㻝㻟 ⏕ᚐ఍ᙺ員㑅ᣲ 㻞㻡 県新᥇⏝◊ಟ䠄䡚㻞㻢᪥䠅

㻝4 長岡市教育䝉ン䝍䞊ㅮᗙᤵ業公㛤䠄ᩘ学䠅 㻞㻥 㑊㞴カ⦎
㻞㻝 㻝年⏕◊ಟ᪑行䠄䡚㻝㻝㻛㻞㻞㻕
㻞㻝 「いの䛱」の᪥㧗校⏕と䡿䢚䡤䢉䢚䡬䢀
㻞㻣 ◊✲㛤Ⓨ学校ᣦᐃにక䛖㐠Ⴀᣦᑟጤ員఍
㻞㻤 ⏕ᚐ఍ᘬ⥅⥲఍
㻞㻥 㟼岡኱附属὾ᯇ校園どᐹཷධ

㻟 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考᳨ᰝ⤖ᯝⓎ⾲ 㻝 䝻䝪䝁ン㛵ᮾ⏥ಙ㉺኱఍出ሙ 4 ಖ育⮬⏤ཧほ䠈学⣭᠓ㄯ఍䠄䡚䠒᪥䠅
4 ಶู᠓ㄯ䠄䡚㻢᪥䠅 㻟 ᩥ部⛉学┬◊✲㛤Ⓨ学校実地ㄪᰝ 㻝㻝 ᐙ᪘ཧຍ᪥䠄䜒䛱䛴䛝䠅
㻝㻥 ௰Ⰻしフ䜵䝇䝔䜱䝞䝹 㻣 ௧࿴㻞年度ධ学⪅㑅考᳨ᰝ 㻝㻥 䠎学ᮇ⤊業ᘧ

㻝㻜 ୕⪅㠃ㄯ・ಖㆤ⪅㠃ㄯ㻔䡚㻝㻞㻛㻝㻟㻕
㻝4 ධ学⪅㑅考᳨ᰝⓎ⾲・ධ学⪅ㄝ᫂఍

㻥 ᭩䛝ึ䜑኱఍ 㻝㻜 校園ྜྠ㑊㞴カ⦎ 㻥 䠏学ᮇጞ業ᘧ
㻝㻜 校園ྜྠ㑊㞴カ⦎䐠 㻝㻢 学校ಖ೺ጤ員఍ 㻝㻜 ྜྠ㑊㞴カ⦎
㻝4 学習ཧほ᪥ 㻞㻝 㻟年୕⪅㠃ㄯ䠄䡚㻝㻛㻞4䠅 㻝4 䛛るた኱఍
㻞4 㧗学年䝇䜻䞊教ᐊ䐟䠄ᑡ㞷のた䜑中Ṇ䠅 㻞㻤 中間᳨ウ఍◊✲ᤵ業䠄䡚㻞㻛㻞㻜䠅 㻞㻞 䛭り㐲㊊㐲㊊
㻞㻤 中学年䝇䜻䞊教ᐊ䐟䠄ᑡ㞷のた䜑中Ṇ䠅 㻞㻡 新ධ園ඣಖㆤ⪅ㄝ᫂఍
㻟㻜 㧗学年䝇䜻䞊教ᐊ䐠䠄ᑡ㞷のた䜑中Ṇ䠅

㻟 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考஧ḟເ㞟᳨ᰝ 㻝4 部άືಖㆤ⪅఍長఍䠈ホ㆟員఍䐡䠈㻼㼀㻭᠓ぶ఍ 㻟 ㇋ま䛝኱఍
4 㻟・4年䝇䜻䞊教ᐊ䐠䠄ᑡ㞷のた䜑中Ṇ䠅 㻝㻣 学校㐠Ⴀ༠㆟఍ 㻝㻟 に䛣に䛣Ꮚ育て䝝ッ䝢䞊ㅮᗙ䐣
㻡 新・㌿䠄⦅䠅ධ学㑅考஧ḟເ㞟᳨ᰝ⤖ᯝⓎ⾲䠈㻝・㻞年䛭り㐲㊊ 㻞㻝 䠍・䠎学年䠬䠰䠝 㻝4 一᪥ධ園
㻝㻣 一᪥ධ学 㻞㻣 ྠ❆఍ධ఍ᘧ 㻝㻤 ಖ育⮬⏤ཧほ䠈学⣭᠓ㄯ఍䠄䡚䠎䠌᪥䠅

㻞㻢 学習ཧほ䠄㻝䡚㻟年䠅

㻞㻣 学習ཧほ䠄4䡡㻡年䠅
㻞㻣 䛒り䛜と䛖௰Ⰻしの఍䠈༞業を⚃䛖఍

㻝㻤 䠎学ᮇ⤊業ᘧ 㻞
新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁᣑ኱㜵Ṇのた䜑⮫᫬
ఇ業䠄䡚㻟㻛㻝㻣䠅

㻟 䛒り䛜と䛖の఍

㻝㻥 㻝㻞㻜ᅇ༞業ド᭩ᤵ୚ᘧ 㻡 公立㧗校一⯡学ຊ᳨ᰝ 㻝㻣 䠏学ᮇ⤊業ᘧ

㻞㻡 ༞業ド᭩ᤵ୚ᘧ 㻝㻤 ಖ育ド᭩ᤵ୚ᘧ

䠍䠌

䠍䠍

䠍䠎

䠍

䠎

䠏

䠐

䠑

䠒

䠓

䠔

䠕

䛀䚷附属幼稚園䚷䛁䛀䚷附属長岡小学校䚷䛁 䛀䚷附属長岡中学校䚷䛁

− 3−



2．特色ある教育活動
　2.1　教育学部における「教育実践カリキュラム」の概要（2019年度）

Ӹᆅ
ɼᙲ対ᝋ

学࠰
ਃ࢘ኵጢ ᧏ࡇ࠰ڼ ϋܾ 目೅

ᵏ 実習ࣉࢵࢩࢻンࣞࣇ �年次生ࠊ1
教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成�年度

�1� ᆅ域の自↛・社会・文化にゐれࠊ子ど
もとともにこれらを体㦂的に学ࡪ。
��� 教ᖌに求められる資質ࠊ力㔞ᙧ成のた
めの有ຠな方⟇ࠊ連ᦠのあり方につい
てࠊ関ಀㅖᶵ関とともに協議する。

�1� 教育の実践的研究に関する問題関心の
基♏をᇵう。
��� 教育実習に┤結する力㔞ᙧ成の出発点
をᙧ成する。

ᵐ ධ㛛教育実習 1年次生
教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成11年度

�1� 学校における教育活動へのཧຍ・ほ察

を行う（3ᅇ⛬度）。

��� ཧຍ・ほ察した活動の内容ࠊ成果等を

。発⾲するࠊሗ࿌ࠊにまとめࢺ࣮࣏ࣞ

�3� その活動が教ᖌに向けての自己ᙧ成に
とってᣢつ意味についてࠊ考察する。

�1� 学校における教ᖌの௙事ࠊ子どもの実
態にゐれることによりࠊ教育を受ける立
場から教育を行う立場への視点・姿ໃの
㌿᥮を促す。
��� ᑓ㛛教育を受けるための‽ഛẁ㝵をᙧ
成する。

3 బΏ実習 1年次生
教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成��年度

�1� బΏᕷ立୧ὠྜྷ井小学校ࠊἙᓮ小学校
及びྠ学༊のஂ知ඵᖭᐑ例⚍の中でࠊ子
どものᨭ᥼にあたったりࠊᆅ域の人たち
との協働して⚍りにཧຍする。
��� ཧຍ・ほ察した活動の内容ࠊ成果等を
。発⾲するࠊሗ࿌ࠊにまとめࢺ࣮࣏ࣞ
�3� その活動が教ᖌに向けての自己ᙧ成に
とってᣢつ意味についてࠊ考察する。

�1� 学校における教ᖌの௙事、Ꮚ䛹䜒の実ែ
にゐ䜜る䛣とにより、教育をཷける立ሙ䛛䜙教
育を行䛖立ሙ䜈のどⅬ・ጼໃの㌿᥮をಁ䛩。
��� ᑓ㛛教育をཷけるた䜑の‽ഛẁ㝵をᙧ成
䛩る。
�3�地域とᐦ╔した学校教育のᅾり᪉を⌮ゎ
し、地域ఫẸとの஺ὶを῝䜑る。

ᵒ ほ察・ཧຍ実習 �年次生 教育実習ጤဨ会

ᖹ成13年度
（現在の体ไ
による実᪋開
ጞ年度）

�1�  附属学校における教育活動に関する

ཧຍ・ほ察を行う。

���  ཧຍ・ほ察の内容についての考察お
よび指ᑟ教ဨࠊ実習生へのሗ࿌ࠊ討議を
行う。
�3�  3年次「教育実習」に向けた今ᚋの学
習方向ࠊ課題の明確化を図りࢺ࣮࣏ࣞࠊ
にまとめる。

�1� 学校における教育活動について一通り
の理解を得る。
��� 3年次「教育実習」の‽ഛẁ㝵をᙧ成
する。

ᵓ
教育実習
（主ᑓᨷࠊ๪ᑓᨷ）

�年次生ࠊ3 教育実習ጤဨ会

�1� 教育課⛬の理解ࠊ��� 各教科ࠊ㐨ᚨࠊ
≉ู活動ࠊ⥲合的な学習の指ᑟについて
の理解ࠊ�3� 学⣭⤒Ⴀの理解ࠊ��� 生ᚐ指

ᑟの理解ࠊ��� 幼ඣ・ඣ❺・生ᚐの理解ࠊ

��� 実践研究の方法の理解ࠊ��� その௚。

�1� 教育活動がどのようにႠまれているか
を理解させる。
��� 実践的指ᑟ力の基♏・基本をᇵࢃせ
る。
�3� 研究課題を発見させ㏣求させる。

ᵔ 研究教育実習 3、�年次生
教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成10年度
1単元のィ⏬・実᪋・評価・ᨵၿの一連の
教育実践およびその研究㐣⛬を㋃む。

�1� 単元の指ᑟ力ࠊ研究力㔞をᙧ成する。

��� 教育実践・⮫ᗋ研究に関する研究方法
を習得する。

ᵕ
新₲ᕷ教育ጤဨ会
「学習ᨭ᥼࣎ランテ࢕
ὴ㐵事業「࢔

�年次ࠊ3
生ࠊ大学㝔
生௚

教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成1�年度
新₲ᕷ内の小・中・≉ูᨭ᥼学校におい
てࠊ教育活動のᨭ᥼を行うことを通し
てࠊ学校教育に㈉⊩する。

学校のᙺ๭ࠊ教ᖌの௙事ࠊ子どもについ
ての認識を深める

ᵖ

見附ᕷ教育ጤဨ会
「新₲大学連ᦠ学習ᨭ
᥼࣎ランテ࢔࢕」ὴ㐵
事業

≉に設定な
し

教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成1�年度
見附ᕷ内の小・中・≉ูᨭ᥼学校におい
てࠊ教育活動のᨭ᥼を行う。

ᵗ
୕条ᕷ教育ጤဨ会
「学習ᨭ᥼࣎ランテ࢕
ὴ㐵事業「࢔

特にタᐃ䛺し
教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成1�年度
୕条ᕷ内の小・中学校においてࠊ教育活
動のᨭ᥼を行う。

1�
⇩ᕷ教育ጤဨ会
「学習ᨭ᥼࣎ランテ࢕
ὴ㐵事業「࢔

≉に設定な
し

教ဨ㣴成ࣞࣇン
事業᥎ࣉࢵࢩࢻ
㐍ᐊ

ᖹ成��年度
⇩ᕷ内の小・中学校においてࠊ教育活動
のᨭ᥼を行う。

䛀㈨ᩱ䐤䛁　新潟኱学教育学部䛻䛚䛡䜛䛂教育ᐇ㊶䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛃䛾ᴫせ㻔2019ᖺᗘ㻕
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実施時期，
期間 関係機関 募集

定員 参加学生数 対応する授業科目 その他

通年

新潟市教育委員
会・地域と学校ふ
れあい推進課，学
童保育施設，NPO
法人星空ファクト
リー

50名 39名
「教育実践体験
研究Ⅰ」（学校教
員養成課程共通科
目，選択，２単位）

⑴�「教員養成学部フレンドシップ事業」（文部省（当時），平成９年度開始）
に連動する授業科目として設定（「教育実践体験研究」）。平成15年度よ
り，現在の授業科目名に変更。
⑵�平成16年度より，他のカリキュラムとともに，「教員養成学部フレンドシップ事
業」の一環を構成。

⑶平成17年度より，通称を「フレンドシップ実習」とする。

通年
附属幼稚園，小学
校，中学校，特別
支援学校および公
立，市立の学校園

100名 123名
「教育実践体験
研究Ⅱ」（学校教
員養成課程共通科
目，選択，２単位）

⑴�平成10・11年度，文部省委嘱事業「教職課程における教育内容・方法の開
発研究」の一環として，平成11年度より実施。

⑵�平成11～14年度においては，既存の授業科目（教育実践研究関連科目）
により単位認定。平成15年度より，対応する授業科目を新設。

⑶平成16年度より，「教員養成学部フレンドシップ事業」の一環を構成。

通年（実
習は９月
集中）

佐渡市立河崎小学
校，佐渡市立両津
吉井小学校，NPO
法人佐渡芸能伝承
機構

10名 12名
「教育実践体験
研究Ⅳ」（学校教
員養成課程共通科
目，選択，２単位）

⑴平成25年度より，「教員養成学部フレンドシップ事業」の一環として実施。
⑵新潟県の地域特性を考慮し，離島における実習として実施。

９月，
５日間 附属学校（４校）

学校教員養成課
程所属学生全員，
新課程所属学生
の内，教員免許
状取得希望者，
総計325名

「教育実習事前・
事後指導」（２単位，
学校教員養成課程
においては必修）
の一環を構成）

⑴教育職員免許法の改定に伴い，平成13年度より，単位数を１から２に増加，
実習の期間を2.5日間から５日間に延長する形で，実施している。

春期・秋
期，各２
週間，総
計４週間

附属学校園，協力
校園総計（のべ）
224校

学校教員養成課
程所属学生全員，
新課程所属学生
の内，教員免許
状取得希望者，
総計（のべ）815
名

「初等教育実習」
「中等教育実習」
等

附属校園，新潟・長岡市内の公立幼稚園，小学校，中学校および出身校にて，
２週間または４週間の教育実習を行っている。

通年 附属学校，協力校
特に設
定しな
い

43名 各教科において多
様な形で設定。

⑴�平成10・11年度，文部省委嘱事業「教職課程における教育内容・方法の開
発研究」の一環として，平成11年度より，「仮説検証教育実習」（３年次対象）
および「総合教育実習」（４年次対象）を実施。

⑵平成16年度より，「教員養成学部フレンドシップ事業」の一環を構成。
⑶平成16年度においては，日本教育大学協会による研究助成を得た。

通年

新潟市教育委員
会・学校支援課，
新潟市立特別支援
学校，幼稚園，小
学校，中学校，高
等学校

117校，
224人
（派遣
要請総
数）

76校，124名
（新潟青陵大
学・新潟県立大
学・新潟薬科大
学・新潟医療福
祉大学からの派
遣数は含まない）

「教育実践体験
研究Ⅲ」（学校教
員養成課程共通科
目，選択，２単位）
平成17年度より新
設。

⑴平成14年度における試行を経て，平成15年度より本格的な取り組みを開始。
⑵�平成15・16年度，新潟大学地域貢献特別事業計画の一環を構成（カテゴリー
「人材養成」，事業名「児童・生徒の学力向上推進事業」）。
⑶平成16年度より，「教員養成学部フレンドシップ事業」の一環を構成。
⑷平成16年度においては，日本教育大学協会による研究助成を得た。
⑸�平成17年度以降においては，新潟市と新潟大学との包括連携協定（平成17
年６月締結）による事業の一環を構成。

⑹平成17年度から，新潟青陵大学との共同による派遣を開始。
⑺平成21年度から，幼稚園への派遣を開始。
⑻平成26年度から新潟県立大学からの派遣も開始。
⑼平成29年度から，新潟薬科大学と新潟医療福祉大学からの派遣も開始。
⑽平成30年度から，高等学校への派遣を開始。

通年
見附市教育委員会��
見附市立小・中・
特別支援学校

特に設
定しな
い

参加者なし 特に設定しない ７月～９月に実施される補充学習の個別指導，自然教室，水泳指導等に学
生を派遣依頼があった。今年度は，応募がなかった。

通年
三条市教育委員
会・小中一貫教育
推進課，三条市立
小中学校

特に設
定しな
い

６校，９名 特に設定しない
三条市立保内小学校，一ノ木戸小学校，嵐南小学校，第一中学校，第三中
学校，大崎学園に対して，学習の個別支援補助，休み時間の遊び，放課後
子ども教室や陸上練習および「さんじょう学びのマルシェ」での活動等に学
生を派遣した。

通年
燕市教育委員会学
校教育課，燕市立
小・中学校

特に設
定しな
い

３校，４名 特に設定しない

　小学校２校（吉田小，小池小）と中学校１校（小池中）に対して，学習支援（授
業補助，特別な支援が必要な児童・生徒の学習の支援），行事やイベントの補助，
部活動の補助に派遣した。
　また，市教育委員会の事業（小学校４年生～中学校３年生の希望者が参加
する英語教室）に１名を派遣した。

実施時期、
期間

関係機関 募集定員 参加学生数 対応する授業科目 その他

通年

新₲ᕷ教育ጤဨ会・
ᆅ域と学校ࡩれあい
᥎㐍課ࠊ学❺ಖ育᪋
設132ࠊ法人ᫍ✵࢓ࣇ
クࢺリ࣮

�0ྡ ��ྡ
「教育実践体㦂研究
Ϩ」（学校教ဨ㣴成課
⛬共通科目ࠊ選択ࠊ�
単఩）

�1�「教ဨ㣴成学部ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ事業」（文部省（当᫬）ࠊᖹ成�年度開

ጞ）に連動する授業科目として設定（「教育実践体㦂研究」）。ᖹ成1�年度
よりࠊ現在の授業科目ྡに変更。
���ᖹ成1�年度よりࠊ௚のカリキュラムとともにࠊ「教ဨ㣴成学部ࣞࣇンࢻ
。事業」の一⎔を構成ࣉࢵࢩ
�3�ᖹ成1�年度よりࠊ通⛠を「ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ実習」とする。

通年

附属幼⛶園ࠊ小学
校ࠊ中学校ࠊ≉ูᨭ
᥼学校および公立ࠊ
ᕷ立の学校園

11�ྡ 13�ྡ
「教育実践体㦂研究
ϩ」（学校教ဨ㣴成課
⛬共通科目ࠊ選択ࠊ�
単఩）

�1�ᖹ成10・11年度ࠊ文部省ጤკ事業「教⫋課⛬における教育内容・方法の開

発研究」の一⎔としてࠊᖹ成11年度より実᪋。

���ᖹ成11㹼1�年度においてはࠊ既Ꮡの授業科目（教育実践研究関連科目）に

より単఩認定。ᖹ成1�年度よりࠊ対ᛂする授業科目を新設。

�3�ᖹ成1�年度よりࠊ「教ဨ㣴成学部ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ事業」の一⎔を構成。

通年（実習
は�月集
中）

బΏᕷ立Ἑᓮ小学
校ࠊబΏᕷ立୧ὠྜྷ
井小学校132ࠊ法人
బΏⱁ能伝ᢎᶵ構

1�名 1�名
「教育実践体㦂研究
ϫ」（学校教ဨ㣴成課
⛬共通科目ࠊ選択ࠊ�
単఩）

�1�平成��年度より、「教員養成学部フレンドシップ事業」の一環として実施。

���新潟県の地域特性を考慮し、離島における実習として実施。

�月ࠊ�日㛫 附属学校（�校）

学校教ဨ㣴成課⛬
ᡤ属学生全ဨࠊ新
課⛬ᡤ属学生の
内ࠊ教ဨචチ≧ྲྀ
得ᕼᮃ⪅ࠊ⥲ィ���
ྡ

「教育実習事๓・事ᚋ
指ᑟ」（�単఩ࠊ学校
教ဨ㣴成課⛬において
は必ಟ）の一⎔を構
成）

�1�教育⫋ဨචチ法のᨵ定にకいࠊᖹ成13年度よりࠊ単఩ᩘを1から�にቑຍࠊ

実習のᮇ㛫を���日㛫から�日㛫にᘏ長するᙧでࠊ実᪋している。

᫓ᮇ・⛅
ᮇࠊ各�㐌
㛫ࠊ⥲ィ�
㐌㛫

附属学校園ࠊ協力校
園
⥲ィ（の࡭）11�校

学校教ဨ㣴成課⛬
ᡤ属学生全ဨࠊ新
課⛬ᡤ属学生の
内ࠊ教ဨචチ≧ྲྀ
得ᕼᮃ⪅ࠊ⥲ィ
（の࡭）�03ྡ

「ึ等教育実習」
「中等教育実習」等

附属校園、新潟・長岡市内の公立幼稚園、小学校、中学校および出身校にて、�週
間または4週間の教育実習を行っている。

通年 附属学校ࠊ協力校
≉に設定
なし

3�名 各教科においてከ様な
ᙧで設定。

�1�ᖹ成10・11年度ࠊ文部省ጤკ事業「教⫋課⛬における教育内容・方法の開

発研究」の一⎔としてࠊᖹ成11年度よりࠊ「௬ㄝ検ド教育実習」（3年次対

㇟）および「⥲合教育実習」（�年次対㇟）を実᪋。

���ᖹ成1�年度よりࠊ「教ဨ㣴成学部ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ事業」の一⎔を構成。

�3�ᖹ成1�年度においてはࠊ日本教育大学協会による研究ຓ成を得た。

通年

新₲ᕷ教育ጤဨ会・
学校ᨭ᥼課ࠊ新₲ᕷ
立≉ูᨭ᥼学校ࠊ幼
⛶園ࠊ小学校ࠊ中学

校、⾼等学校

11�校ࠊ

�1�ྡ�ὴ
㐵要ㄳ⥲
ᩘ）

��校1�0ྡࠊ
（新₲㟷㝠大学・
新₲┴立大学・新
₲⸆科大学・新₲
་⒪⚟♴大学から
のὴ㐵ᩘは含まな
い）

「教育実践体㦂研究
Ϫ」（学校教ဨ㣴成課
⛬共通科目ࠊ選択ࠊ�
単఩）
ᖹ成1�年度より新設。

�1�ᖹ成1�年度におけるヨ行を⤒てࠊᖹ成1�年度より本᱁的なྲྀり組みを開
ጞ。
���ᖹ成1�・1�年度ࠊ新₲大学ᆅ域㈉⊩≉ู事業ィ⏬の一⎔を構成（カテࢦ
リ࣮「人ᮦ㣴成」ࠊ事業ྡ「ඣ❺・生ᚐの学力向ୖ᥎㐍事業」）。
�3�ᖹ成1�年度よりࠊ「教ဨ㣴成学部ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ事業」の一⎔を構成。

���ᖹ成1�年度においてはࠊ日本教育大学協会による研究ຓ成を得た。

���ᖹ成1�年度以㝆においてはࠊ新₲ᕷと新₲大学とのໟᣓ連ᦠ協定（ᖹ成1�
年�月⥾結）による事業の一⎔を構成。

���ᖹ成1�年度からࠊ新₲㟷㝠大学との共ྠによるὴ㐵を開ጞ。

���ᖹ成�1年度からࠊ幼⛶園へのὴ㐵を開ጞ。

���ᖹ成��年度から新₲┴立大学からのὴ㐵も開ጞ。

���ᖹ成��年度からࠊ新₲⸆科大学と新₲་⒪⚟♴大学からのὴ㐵も開ጞ。

�10�ᖹ成30年度からࠊ㧗等学校へのὴ㐵を開ጞ。

通年
見附ᕷ教育ጤဨ会
見附ᕷ立小・中・≉
ูᨭ᥼学校

≉に設定
なし

≉に設定なし 本年度ເ集なし

通年

୕条ᕷ教育ጤဨ会・
小中一貫教育᥎㐍
課୕ࠊ条ᕷ立小・中
学校

≉に設定
なし

�校ྡ�ࠊ ≉に設定なし
୕条ᕷ立月岡小学校ࠊ➨一中学校ࠊ➨୕中学校に対してࠊ学習のಶูᨭ᥼⿵
ຓࠊఇみ᫬㛫の㐟びࠊᨺ課ᚋ子ども教ᐊࠊおよび「さんࡻࡌう学びの࣐ル
。での活動等に学生をὴ㐵した（木ᡞ小学校ࣀ一）「࢙ࢩ

通年
⇩ᕷ教育ጤဨ会学校
教育課ࠊ⇩ᕷ立小・
中学校

≉に設定
なし

�校ྡ�ࠊ
≉に設定なし

小学校�校（小ụ小ࠊᯇ長小）と中学校1校（⇩中）に対してࠊ学習ᨭ᥼（授
業⿵ຓࠊ≉ูなᨭ᥼が必要なඣ❺・生ᚐの学習のᨭ᥼）ࠊ行事や࣋࢖ンࢺの
⿵ຓ等に学生をὴ㐵した。
またࠊᕷ教育ጤဨ会の事業（小・中学校のᕼᮃ⪅がཧຍするⱥ語教ᐊの学習
ᨭ᥼）に学生をὴ㐵した。
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　フレンドシップ実習（授業科目「教育実践体験研究Ⅰ」２単位）は，今年度で23年目を迎えた。主
に，教育学部学校教員養成課程1,２年次学生が参加し，地域の自然・社会・文化に触れながら，子ど
もと共に体験的に学ぶことを目的としている。
　「入門教育実習」が学校への参加を目的としているのに対して，「フレンドシップ実習」では学校
とは異なる教育施設や団体である公民館・NPO・子どもふれあいスクール・NPO法人星空ファクト
リーなどの全面的な支援・協力の下に実習を行っている。
　今年度は，子どもふれあいスクール体験コース，自然科学体験コースの計２コース（募集人数40名
程度）を開設した。１年次学生だけでなく,２年次以降の学生も多く見られた。

 ��� 「ࣉࢵࢩࢻࣥࣞࣇᐇ⩦」のᴫ要 

 

�実習（授業科目「教育実践体㦂研究Ϩ」ࣉࢵࢩࢻンࣞࣇ  単఩）は，今年度で �3 年目を㏄え

た。主に，教育学部学校教ဨ㣴成課⛬ 1，� 年次学生がཧຍし，ᆅ域の自↛・社会・文化にゐれ

ながら，子どもと共に体㦂的に学ࡪことを目的としている。 
 「ධ㛛教育実習」が学校へのཧຍを目的としているのに対して，「ࣞࣇンࣉࢵࢩࢻ実習」では

学校とは異なる教育᪋設やᅋ体である公Ẹ㤋・132・子どもࡩれあいスク࣮ル・132 法人ᫍ✵
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　2.2　「フレンドシップ実習」の概要
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１．「入門教育実習」とは
　「入門教育実習」とは，学校教員養成課程に所属する１年次生を対象とする教育実習カリキュラム
であり，対応する授業科目として，「教育実践体験研究Ⅱ」（選択,２単位）が設置されている。
　主要な活動は，①学校における教育活動への参加・観察を行うこと（計３回），②活動の内容，成
果をレポートにまとめると同時に，報告会において発表し，担当教員からの講評を受けること，③そ
れを通して，その活動が教師に向けての自己形成にとって持つ意味について考察することである。上
記の活動全体を通して，①教育を受ける立場から教育を行う立場への視点・姿勢の転換を図ること，
②専門教育を受けるための準備段階を形成することを目的としている。
　この実習の実施は，平成11年度の試行から数えて21年目にあたる。平成22年度から，教員養成フレ
ンドシップ事業推進室（「入門教育実習」実施専門部会）が担当している。令和元年度においては，
実習協力校12校３園，学部教員30名の受け入れ・指導体制によって実施した。

２．実施概要
　４月に，ガイダンス（学年別，専修別）での簡単な説明を行った後，独自の説明会を開催し，受入学
生を確定した。説明会出席者は144人，受入者は134人であった。なお，この実習においては《コース》
が活動の基礎単位となる。《コース》は，学生10～18名，学部教員３名，実習校担当教員１～３名に
よって構成される。なお，平成24年度から，「(J)　燕市立小・中学校訪問コース」を新設し，カリキュ
ラムの充実，受け入れ体制の強化を図っている。コースの名称と受入学生数を次に示す。

🄐　附属新潟小学校訪問コース 17名 🄕　幼稚園・小・中学校訪問コース 10名
🄑　附属新潟中学校訪問コース 13名 🄖　学校行事参加・見学コース 11名
🄒　附属特別支援学校訪問コース 13名 🄗　附属長岡学校園訪問コース 16名
🄓　幼稚園訪問コース 12名 🄘　見附市立小・中学校訪問コース 12名
🄔　中学校訪問コース 18名 🄙　燕市立小・中学校訪問コース 12名

　上記の体制により，学生は,４月から10月までの期間，実習校から提供され，カリキュラムとして編
成された教育活動（《メニュー》）への参加・観察を行った（各コースにおいて３回）。内容は,１日
学校訪問,１日幼稚園訪問，授業観察，運動会，遠足，文化祭等である。
　教育活動への参加・観察が終了した後，学生は，活動の内容，成果に関するレポート（《個別レ
ポート》）を作成・提出し，担当教員による指
導を受けた（総計３回）。これらの活動を基礎
として,11月に報告会を開催し，学習成果の報告
と交流を行った。報告会には，履修学生全員，
学部の担当教員が出席し，教員から学生の報告
に対する講評を行った。１月に，学生は上記の
活動全体を振り返って，最終レポート（《総ま
とめレポート》）を作成・提出し，すべての活
動を終了した。 【入門教育実習報告会】

　2.3　｢入門教育実習」―１年次生を対象とする教育実習カリキュラムの開発
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３．学生の動向
　令和元年度における学校教員養成課程の入学者は230人，その内，「入門教育実習」説明会への出
席者・履修希望者は，前述の通り144名であった。出席者・履修希望者が入学者全体に占める割合を
見ると,62.6％（希望率）である。入学者の６割強の学生が意欲的であることを示している。受入学生
数134名は，履修希望者の93.0％（受入率）にあたる。
令和元年度においても，報告会の機会を利用し，「入門教育実習」を履修している全学生を対象とす
る調査を実施した（回答数139名，回収率93.3％）。結果を次に示す（この数値には佐渡実習を含
む）。

４．おわりに
　「入門教育実習」については，『１年次生を対象とする教育実習カリキュラムの開発研究（第21年
次）』（新潟大学教育学部教員養成フレンドシップ事業推進室編,2020年３月）に報告している。
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１　本年度の佐渡実習実施に向けて
　本年度で７回目を迎える「教育実践体験研究IV（以下，佐渡実習）は，これまでと同様に，事前講
義，佐渡現地実習，実習のまとめと振り返り，報告会という流れで実施した。また，佐渡市地域振興
課主催による報告会（至あいぽーと佐渡　２月実施）にも参加した。森下・齊藤の２名体制で行って
いたが,８月に齋藤暁史准教授が急逝したため，佐渡実習当日は，教育学部から八坂剛史教授，全学教
職支援センターから後藤一雄特任教授，伊藤充特任教授がリレー方式で駆けつけてくれて，無事実施
することができた。

２　事前講義の概要
⑴　第１回４月18日大講義室
　入門教育実習と共同で説明会と参加者決定を行った。大変人気があり25名を超える希望者が殺到し
た。本来は10名定員であったが，急遽，宿と車の限度一杯の15名に増員して行うことになり，男子８
名，７名の参加が許可された。
⑵　第２回６月29日101講義室
　NPO法人佐渡芸能伝承機構を主宰されている松田祐樹理事長を講師としてお招きし，佐渡の祭りに
ついて講義を受けた。松田氏は鼓童文化財団理事もされており，佐渡の祭りや行政に精通されてお
り，本活動も色々な面で支えてもらっている。なお，
⑶　第３回９月９日102講義室
　出発直前の打ち合わせを行った。服装や持ち物，行程等詳細に説明を行った。実習校から事前にも
らった資料にも目を通してもらった。

３　佐渡現地での実習概要
⑴　９月11日（水）
　新潟港佐渡汽船乗り場に集合で,15時５分に両津港着のフェリーに全員で乗船した。今年から小学校
２校は完全に同時並行して実施されたので，河崎小学校班は大学公用車で，両津吉井小学校班はレン
タカーでそれぞれの学校に向かった。到着後オリエンテーションが
行われた。両津吉井小学校は小田俊裕教頭，河崎小学校では椎一夫
教頭によって「佐渡における学校と地域とのかかわりについて」，
「遠足における危機管理」についての講演と指導がなされた。
　終了後は宿泊会場のグリーンヴィレッジパティオハウスにて夕食
をとり，その後二班に分かれ城腰公民館での花笠踊り稽古見学と野
崎地区（屋外）での刀

とう

刀
とう

の稽古見学を行った。
⑵　９月12日（木）
　この日は両校とも授業見学を主体とした活動であった。両校とも
授業参観，給食体験，５，６年生と交流授業（キャリア教育）で
あった。それに加えて，両津吉井小学校は宝生流�齋藤美千枝師範に
よるふるさと学「能」参観，各地区の伝承者によるふるさと学「鬼
太鼓」参観があった。夕食後は二班を入れ替えて城腰公民館での花
笠踊り稽古見学と野崎地区（屋外）での刀

とう

刀
とう

の稽古見学を行った。

　2.4　「佐渡実習」佐渡で学校と地域を学ぶ～能や鬼太鼓体験を通して～
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⑶　９月13日（金）
　この日は河崎小学校がドンデン山，両津吉井小学校が金北山登山
遠足であった。たいへん天候にも恵まれた。学生諸君は遠足の引率
補助をしっかり行ってくれた。そのためか，両津吉井小学校では３
年前にも今回と同じコースを歩いた際には何人かが完歩できずに車
で移動することがあったそうだが，今回はほぼ全員が完歩（児童１
名が残り僅かのところで車移動）だったそうだ。
⑷　９月14日（土）
　この日は松田理事長による島内見学であった。二ツ亀散策や大膳神社
能舞台の見学，矢島・経島のたらい船体験などの後，夜は岩首地区祭礼
の前夜祭で，鼓童研修生による演奏を鑑賞することができた。
⑸　９月15日（日）
　河崎小学校区にある久知八幡宮において秋季例大祭が催され
た。河崎小学校の児童や卒業生が演じる花笠踊りや刀刀を鑑賞
した。この年から両津吉井小学校の児童も花笠踊りに参加して
いたようである。また早朝から夕方まで下久知町内を門付けし
て回る鬼太鼓に参加した。今年から地元で簡単な獅子を用意し
て下さり，学生が鬼太鼓に合わせて華麗に獅子を舞った。ま
た，男子学生は久知八幡宮前で行われる下久知鬼太鼓の「あばれ
太鼓」や神輿渡御に参加した。その後全員無事に帰途についた。

４　佐渡実習報告会
　11月27日，入門教育実習と合同で実習成果の発表会を行った。それに先だって，実習でのレポート
提出と，当日の発表会のパワーポイントや原稿作成等の作業を行った。昨年同様，大変有意義な発表
会になった。

５　大学と地域が連携した地域づくり 活動報告会参加 
　学生代表の４名が再度佐渡に渡り，大学と地域が連携した地域づくり
活動報告会に参加した。２月１日（土）にあいぽーと佐渡でポスター発
表の準備,２日（日）はポスター発表と午後からの全体発表に臨んだ。夕
方からは交流会に参加し，佐渡で活動している多くの大学と情報交換や
交流を行った。

謝辞　この活動では佐渡市から活動助成を受けました。お礼申し上げます。
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　新潟大学教育学部「フレンドシップ事業」の一環として，平成16年度より，（旧）教育実践総合セ
ンターに教育実習研究会（「研究教育実習」研究グループ）が設置され（ただし平成22年度より，教
員養成フレンドシップ事業推進室に移され），「研究教育実習」のカリキュラム開発研究が行われて来
た。
　「研究教育実習」とは，教育実践・臨床研究に関する研究方法の習得を目的とする教育実習カリキュ
ラムである。本開発研究の目的は，
　（１）多様な教科領域において研究教育実習カリキュラムを開発すること，
　（２）附属学校との連携協力体制を含む，組織的な研究開発体制を構築すること，
であり，「学習支援ボランティア」とともに，本学部の「教育実践カリキュラム」において，４年次
段階における重要な構成要素として位置づけられて来ている。
　今日学校教育は，普遍的であるべき教育の根幹を踏まえながら，グローバル化の進展など社会の加
速度的な変化に対応していくことが求められている。そのような現状であることを考えるとき，研究
教育実習は，教育学部と大学院にとって，こうした要請に答えていくための先進的で実践的な柱の一
つをなすものと位置づけることができる。これからの学校教育を担って行く立場にある，教師を目指
す学生たちには，多様なチャレンジに果敢に立ち向かっていくことが期待されていて，研究教育実習
のカリキュラムは，こうした要請に答えるものだと言える。

　令和１年度に進められた取り組みは，次の各研究室によるものである。６名の教員と計37名の学生
が参加した。

　学部担当教員（専門分野）　　　　　　参加学生数
森下　修治（音楽科教育学）　　　　　　　　13名
高木　幸子（家庭科教育学）　　　　　　　　３名
土佐　幸子（理科教育学）　　　　　　　　　11名
佐藤　哲夫（美術科教育学）　　　　　　　　２名
柳沼　宏寿（美術科教育学）　　　　　　　　４名
垣水　修　（数学科教育学）　　　　　　　　４名
　　　計　　　　　　　　　　　　　　 　　37名
　
　また令和１年度においては，12月20日（金）に「研究教育実習報告会」を，フレンドシップ事業の
一環としておこなった。報告会は，研究教育実習の実践の成果と課題が，実践者から報告され，教育
学部全学年学生，養護教諭特別別科学生，教職大学院学生を参加対象者としている。今年度は，理科
教育専修と音楽教育専修の実践者から実践発表が行われた。12名の学生（３年生３名、４年生９名）
と６名の教員が参加し，情報交換と討論が活発に行われた。

　2.5　研究教育実習
―�教育実践・臨床研究に関する研究方法の習得を目的とする教育実習カリキュラムの開発研究
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　平成15年度より，新潟市教育委員会との連携事業として，「学習支援ボランティア」派遣事業を，
継続的に実施している。この事業は，学生（主として３年次生・４年次生），大学院生が，年間，週
１回程度，定期的に学校に入り，授業補助，校外学習引率，配慮を要する児童・生徒の個別指導等，
教育活動の支援を行うことを通して，学校教育に貢献すると同時に，学校の役割，教師の仕事，子ど
もについての認識を深めることを目的とする事業である。新潟市と新潟大学との包括連携協定（平成
17年６月締結）による事業の一環として位置付けられている。現在，教育学部においては教員養成フ
レンドシップ事業推進室が，新潟市教育委員会においては学校支援課が，それぞれ，関連業務を担当
している。
　事業開始17年目にあたる2019年度において，学校
からの派遣要請総数は122校，225人であった。新潟
大学から派遣されたのは，教育学部３・４年次生の
ほか，養護教諭特別別科，大学院教育学研究科，人
文学部に在籍する学生・大学院生，総計140名である。
今年度の派遣先（学校数，派遣人数）は，小学校（54
校，89名），中学校（28校，46名），幼稚園（２園，
３名），特別支援学校（２校，２名），高等学校（該
当なし）である。学校数，派遣人数については，平
成30年度（86校，124名）から，学校数は同数，派
遣人数は16名増加した。なお，平成18年度から新潟
青陵大学，平成26年度から新潟県立大学，平成29年度から新潟薬科大学と新潟医療福祉大学がこの事
業に参加している。
　新潟市教育委員会の調査によれば，今年度においても，多くの学校から，学習内容の理解・定着，
学習意欲の向上，安全管理，その他，多方面において効果があったことが報告されている。同時に，
事業の継続，派遣人数の増員，未派遣校の解消に対する要望が寄せられている。
　大学内においては，８月開催予定の中間報告・交流会は都合により中止となったが，12月には，「2019
年度『学習支援ボランティア』派遣事業の成果と課題」をテーマとする公開シンポジウムを開催し，
大学，教育委員会からの報告，学生による成果発表，受入校からの報告を受けた後，学生と派遣校教
員との意見交換，それに基づく討論を行い，来年度の実施に向けた課題を探った（出席者，新潟学生・
院生117名，新潟青陵大学13名，新潟医療福祉大学３名，新潟薬科大学３名，派遣校教員42名，大学
教員10名，新潟市教育委員会１名，総計189名）。なお，参加者総数は昨年度より46名増えている。現
場教員の参加者が大幅に増えたことを付記したい。
　なお，平成17年度より，本事業に対応する授業科目「教育実践体験研究Ⅲ」（学校教育課程共通科目，
２単位，選択）が設定されている。2019年度においては，129名の学生が単位を取得した。事業の全
体について，報告書『新潟市教育委員会との連携協力による「学習支援ボランティア」派遣事業の実
施（第17年次）』を作成した。
　なお，関連事業として，三条市教育委員会，燕市教育委員会と連携し，三条市立学校には３校３名
＋三条市教育委員会事業支援３名，燕市立学校には３校と燕市教育委員会事業に２名の学生を派遣し
た。

【小学校での授業補助の様子】

　2.6　「学習支援ボランティア」派遣事業および関連事業
―�学生の学校支援を組み込んだ教員養成カリキュラムの開発に向けて
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１．教育実習制度の概要

　本学部の特徴は，１年次の入門教育実習，２年次の観察・参加実習，３年次の教育実習，４年次の
副免教育実習および研究教育実習と，４年間一貫の教育実習が制度化されているところにある。これ
らのうち入門教育実習と研究教育実習については，別項に掲げられるため，その他の教育実習につい
て記す。
　教育実習は下表を標準として実施されている。

【本学部標準教育実習制度】

２年次 観察・参加実習事前指導 ４時間

観察・参加実習 １週間

３年次 事前指導 20時間

春期教育実習（主免） ２週間

事後指導 ２時間

秋期教育実習（主免） ２週間

事後指導 ４時間

４年次 春期教育実習（副免） ２週間

２．教育実習の特色

　本学部における教育実習の特色として以下の点をあげることができる。
⑴　事前事後指導
　事前事後指導では,30時間（15コマ）を適切な時期に配置している。
　事前指導では，小学校主免学生には国語・算数・社会・理科・図工・音楽・道徳の７教科10コー
ス，中学校主免学生には全教科11コース，その他，特別支援学校の主・副免学生に１コースを開講
し，指導案作成演習と模擬授業を実施している。
⑵　観察・参加実習
　３年次の教育実習に向けて，予め学校や児童・生徒の実態を把握し予備知識を得るために,２年次
に，観察・参加実習を行っており，附属学校において９月に１週間実施している。
⑶　春期と秋期における教育実習
　３年次教育実習は，春期と秋期に分割し，附属学校園と一般協力校など，異なる学校における実習
の機会を提供している。
⑷　各地区学校との連携協力
　新潟地区・長岡地区の校長会長との打ち合わせ会を定例化している。また，実習生を受け入れた全
実習校の担当者が一堂に会する教育実習運営協議会を，年に一度開催している。

　2.7　教育実習
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１　介護等体験について
　介護等体験は，「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関す
る法律」（平成９年法律第90号）が公布され，平成10年４月１日から施行されている。
本学部では，学校教員養成課程所属の学生のうち特別支援教育専修を除く全員を対象として，県内社
会福祉施設で５日間，本学の特別支援学校で２日間の「介護等の体験」を行っている。体験内容は，
障害者，高齢者等に対する介護，介助のほか入所者との交流，職員の業務補助等々幅広い体験となっ
ている。

２　事前指導及びガイダンス
　　　体験に先立ち，次の次第による事前指導及びガイダンスを行った。
����○　事前指導
　　　　月　日　　平成31年４月３日（水）
　　　　対　象　　平成31（2019）年度に介護等体験を希望する者（主として２年生）
　　　　　（１）開会
　　　　　（２）介護等体験の実施に当たって
　　　　　　　　　　　　　　全学教職支援センター教職課程支援部門　部門長
　　　　　（３）介護等体験受入施設，学校における事前指導
　　　　　　　　「社会福祉施設等における介護等体験について」
����������������������　　　新潟県介護福祉士会　会長
　　　　　　　　「特別支援学校における介護等体験について」
　　　　　　　　　　　　　　附属特別支援学校　校長
　　　　　
　　　　　（４）介護等体験に係る諸連絡
����������������������������������　学務部教務課全学教職支援事務室事務職員
　　○　ガイダンス
　　　　月　日　　令和元年11月20日（水）
　　　　対　象　　令和２年度に介護等体験を希望する者（主として１年生）
　　　　　（１）介護等体験実施の概要について
　　　　　（２）介護等体験の申込等の手続きについて
����������������������������������　学務部教務課全学教職支援事務室事務職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　体験状況
　令和元年度は，学校教員養成課程205名，大学院１名の計206名が申し込みを行い，表１及び表２の
とおり体験を行った。

４　効果と今後の課題
　社会福祉施設や特別支援学校からは，体験状況は概ね良好との報告を受けているが，進路変更等に
より延べ15名の学生が体験の取消を行い，また，学生の確認・準備不足による期間変更が多数あるなど，
更なる事前指導の取り組みが求められる。

　2.8　介護等体験
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【⾲ 1】令和元年度介ㆤ等体㦂実᪋᪋設ᆅ域一ぴ 
ᆅ  域 ᪋設ᩘ 人  ᩘ ഛ  考 

新₲ᕷ �� 1��  
長岡ᕷ � �  
୕条ᕷ � �  
᯽ᓮᕷ � �  
新発⏣ᕷ � �  
ຍⱱᕷ 1 �  
見附ᕷ 1 1  
⇩ᕷ � �  
⣒㨶ᕝᕷ 1 1  
஬Ἠᕷ 1 1  
ୖ㉺ᕷ � 3  
బΏᕷ � �  
༡㨶἟ᕷ 1 1  
⫾内ᕷ 1 1  
㜿㈡⏫ 1 1  
ᮧୖᕷ 1 1  

合  ィ �� �0�  
                                （ྲྀりᾘし � ྡ） 
 
【⾲ �】令和元年度≉ูᨭ᥼学校体㦂一ぴ 

 ᅇᩘ 実᪋ᮇ㛫 人  ᩘ 
附属≉ูᨭ᥼学校 1 � 月 � 日 㹼 � 月 10 日 �� 

� � 月 1� 日 㹼 � 月 1� 日 �� 
3 � 月 �0 日 㹼 � 月 �1 日 �� 
� � 月 30 日 㹼 � 月 31 日 �0 
� � 月 1� 日 㹼 � 月 �0 日 1� 
� � 月 1� 日 㹼 � 月 1� 日 1� 
� � 月 � 日 㹼 � 月 10 日 1� 
� 10 月 � 日 㹼 10 月 10 日 �0 
� 1� 月 � 日 㹼 1� 月 � 日 1� 

10 1 月 �� 日 㹼 1 月 �3 日 1� 
合  ィ 1�� 

                                （ྲྀりᾘし 11 ྡ） 
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【学校教員養成課程（国語教育）】

　特色ある活動として，年に２回の学会を開催し，機関誌『新大国語』を刊行している。詳細は下記
の通り。

１．新潟大学教育学部国語国文学会

　⑴　新潟大学教育学部国語国文学会令和元年度夏期研究会
� 日時：　令和元年７月27日（土）14：00～17：00
� 場所：　新潟大学附属図書館ライブラリーホール
� 内容：　シンポジウム「中高一貫教育における国語授業の現状と課題」
　　　　　　　　シンポジスト� 石井　メイ（村上中等教育学校）�
　　　　　　　　シンポジスト� 臼木　妙子（村上中等教育学校）
　　　　　　　　シンポジスト� 駒野　美咲（新潟第一中学校・新潟第一高等学校）
　　　　　　　　シンポジスト� 五島　　拓（新潟第一中学校・新潟第一高等学校）
　　　　　　　　コーディネーター　磯貝　淳一（新潟大学人文学部）

　⑵　新潟大学教育学部国語国文学会令和元年度研究大会
� 日時：　令和２年２月８日（土）14：00～17：15
� 場所：　新潟大学附属図書館ライブラリーホール
� 内容：　①�研究発表
� � 　「『大鏡』作者の位置�―作品構造における和歌の配置から―」
� 元・新潟市立中学校教諭　　　五十嵐正子
� � 　「古人と対話する和歌のオマージュ�―国語の授業における古典との豊かな邂逅―」
� 福島大学　　　佐藤　佐敏
� 　　　　②�講演「現代日本語研究者が読む鮎川哲也」� 新潟大学　　　岡田　祥平
������� 　　　　③�総会

　⑶　機関誌『新大国語』の編集・刊行
　　　　なし。

　2.9　各課程の特色ある教育活動
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【学校教員養成課程（理科教育）】

�
１. 化学実験公開講座の開催（2019年８月７日（水））

　高校生のための化学実験体験公開講座「夢・化学-21　化学への招待　一日体験化学教室」で，�教育
学部の化学科教員２名および技官１名, ４年次学生４名が「発泡性入浴剤（バブ）を作ってみよう」，「pH
メーターを使ってみよう」の２テーマ（全14テーマ）の講座を企画した。

２. 見附市教育委員会の「みつけこども大学」事業での出前授業実施（2019年12月11日）

　見附市立見附小学校の６年生児童３クラス総勢90名を対象に，「pHメーターを使ってみよう」と題
した出前授業を行った。pHとはなにか，pHと酸性・アルカリ性との関係について解説し，その後，
各班に分かれて身のまわりの水溶液のpHを測定して酸性・アルカリ性を判別したり，ブルーベリー溶
液やBTB溶液などに酸やアルカリを加えて溶液が変色したときのpHを測定する実験を行った。
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【音楽科教育専修】

　佐渡豊岡地区祭りの参加
　今回で11年目となる佐渡市豊岡小田原神社例
祭（鬼太鼓）に森下ゼミ学生全員が参加した。
2019年３月26日から４月２日まで佐渡市定住体
験住宅（とよおか住宅）で寝食をともにして祭
りの稽古に励んだ。豊岡の祭りは３月31日に行
われ，次の日４月１日も杉野浦地区の祭りのお
手伝いをした。

　新潟市立内野小学校訪問演奏
　音楽科１年生～３年生全員と４年生の一部
が参加して，今年も内野小学校に訪問演奏を
行った。７月４日と12日は授業の時間を頂戴
して，３年生児童に学生が事前授業を行っ
た。７月16日にリハーサルを行った後，翌17
日は同校で継続して行われている「ミュー
ジック・タイム」で学生と３年生児童が演じ
た。テーマは音楽づくりで，国語，図工，体育，給食，掃除の５班に分かれ，それぞれのテーマに
沿った音楽づくり活動を行った。

　附属特別支援学校アフタースクール
　昨年に引き続きアフタースクール（中高等部
課外授業）音楽の活動を行った。
　昨年同様西アフリカの音楽の太鼓（djembe）
と踊りを月に１～３回稽古を重ねてきた。11月
29日の研究会，１月25日のすなやま祭で日頃の
成果を披露した。すなやま際のエンディングに
は恒例となっている「WAになっておどろう」
を学生のバンド演奏で全員斉唱した。
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【音楽表現コース】

新潟市西区役所との連携により，大学と地域連携プロジェクト「音届2019～未来へ奏でる魂の音
～」を「卒業研究」の一環として，音楽マネジメントの実習も兼ねて行った。
このプロジェクトは，新潟市西区内で音楽を通した地域交流を目的とするもので,2019
年度は９名の学生スタッフ（うち４名は工学部生）の発案・運営による２企画３公演が行われた。
これらは，西区と世界を繋げるコンセプトの下に継続されてきたコンサート企画の最後となるもの
で，学生たちの手によって運営され，地域の方々延べ450人にご来場いただいた。
今年度は新潟市西区の出身で国際的な活躍を続けるチェリスト・横坂源に焦点を当て，チェロのた
めに書かれた親しみやすい小品から本格的な作品まで，トークやデモンストレーションを交えたス
テージを展開した（ピアノ：田中幸治教授）。また「西区アートフェスティヴァル＋音届」の中で，
ゼロ歳から入場可能な「子どものためのコンサート」を２公演行った。
詳細は，横坂研究室ホームページ（http://www.ed.niigata-u.ac.jp/~yokosaka/）に掲載の全体広報
誌や各企画のチラシ，プログラム等を参照のこと。
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【学校教員養成課程（保健体育）及び健康スポーツ科学課程】

アジア大学スポーツ交流プロジェクト　～Sports�for�P.E.A.C.E.～
本プロジェクトは，平成22年度より３年間，新潟大学GPに採択され始まった取り組みであり，今年
度で10年目を迎えた。新潟という地域性を活かし，アジアの大学間（韓国：漢陽大学，中国：哈爾濱
商業大学，日本：新潟大学）でのスポーツ活動に関わる交流を深めている。
学生は，それぞれの国の文化的背景も含めたスポーツ関連情報の学習はもとより，そうした交流イ
ベントを自ら企画・運営することを通して実践的な学びを深めることを目的に活動を継続している。

また，競技力向上に関しては，各種目の指導法やフィジカル面，メンタル面などの科学的側面の情
報交換も行い，オリンピックやユニバーシアード等が開催された国々から大会運営などの現状や地域
社会への波及効果等の学習も目指している。さらに，スポーツという共通の文化を通して，各国の文
化や言語の違いといった障害を超えた実践的なコミュニケーションスキルの向上を獲得することも期
待している。本取組の概要は次頁図のとおりで，対象学生は主に教育学部保健体育・スポーツ科学講
座の学部生・大学院生（専門課程）である。３大学間での交流では，主に「スポーツ交流イベント」
と「アカデミックイベント」の２つのイベントを実施している。
本プロジェクトも筋目の10年を迎え,３大学での交流活動が確実に定着し，交流のプラットホームが
出来上がったが，新潟大学教育学部では健康スポーツ科学課程の募集停止を決定し，本活動の中心と
なるべき学生が少なくなっている。せっかく確立したこのプラットホームをどのように活用・発展さ
せられるのか大きな課題である。
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＜令和元年度のアジア大学スポーツ交流プロジェクト（P.E.A.C.E.）の概要＞
日　程；令和元年12月７日（土）～12月９日（月）
場　所；新潟大学教育学部講義棟，第２体育館，第３体育館ほか
参加者；新潟大（教員８名，学生13名）
　　　　漢陽大学（教員２名，学生８名），哈爾濱商業大学（教員３名，学生３名）
主な内容；（交流のスケジュール）
　　　　　◎12月７日（土）代表者ミーティング，歓迎会
　　　　　◎12月８日（日）新潟市内観光，フットサル体験
　　　　　◎12月９日（月）ラート体験，学部長面談，学術交流，交流会

क͵಼༲ʂ（ިླྀ͹スίζϣール） 

˗1� ݆ � ೖ（ౖ）େනंϝーτΡϱήɾܶ׽ճ 

˗1� ݆ � ೖ（ೖ）৿಼ࢤ׃؏ޭɾϓρトサルରݩ 

˗1� ݆ � ೖ（݆）ϧートରݩɾָ෨ௗ໚஌ɾָढ़ިླྀɾިླྀճ 
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【2019新大なんでもスポーツプロジェクト】

14年目を迎えた「新大なんでもスポーツプロジェクト」は，今年度も保健体育・スポーツ科学講座
の大学院生，学部生，そして教員が力を合わせて実施した。今回は，６コースを企画し，地域の人々
とスポーツを通した交流を行った（台風等による荒天のため，１コースは中止）。さらに，地域の
方々を対象に学生がスポーツを指導することで，指導者としての資質を高める大変意義のある機会と
なった。
以下は，今回の６つのプロジェクトの名称と参加者数を示した表である。

コース名称 募集人数 回数 開催日 参加者人数

Ａ　安全・安心のためのスポーツ環境づくり
　　―スポーツ指導におけるリスクマネジメント

30名 1 7/22（月） 40名

Ｂ　フットサルで学ぶサッカー攻撃の戦術 20名程度 1 9/1（日） 4名

Ｃ　小・中学生のための卓球教室 各8組 3 9/21（土）
9/22（日）

9/23（月・祝）

105名

Ｄ　親子の自然体験教室
　　―カヌーを使用した自然体験―

各8組 2 10/12（土）
10/19（土）

荒天で中止

Ｅ�放課後の運動教室 30名程度 3 10/15（火）
10/22（火）
10/29（火）

12名

Ｄ　スキースクール 約30名 1 1/12（土）
～1/14（月）

18名

計　169名

【���� 新኱なࢇでࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢶ࣮࣏ࢫࡶ】 

 1� 年目を㏄えた「新大なんでもス࣏࣮ツ࢙ࢪࣟࣉクࢺ」は，今年度もಖ೺体

育・ス࣏࣮ツ科学ㅮᗙの大学㝔生，学部生，そして教ဨが力を合ࢃせて実᪋した。

今ᅇは，６コ࣮スを௻⏬し，ᆅ域の人ࠎとス࣏࣮ツを通した஺ὶを行った（ྎ㢼

等によるⲨኳのため，１コ࣮スは中Ṇ）。さらに，ᆅ域の方ࠎを対㇟に学生がス

࣏࣮ツを指ᑟすることで，指ᑟ⪅としての資質を㧗める大変意義のあるᶵ会と

なった。 
 以下は，今ᅇの６つの࢙ࢪࣟࣉクࢺのྡ⛠とཧຍ⪅ᩘを♧した⾲である。 

コ࣮スྡ⛠ ເ集人ᩘ ᅇᩘ 開催日 ཧຍ⪅

人ᩘ 

$ 安全・安心のためのス࣏࣮ツ⎔ቃ࡙くり 

̽ス࣏࣮ツ指ᑟにおけるリスク࣐࣓ࢪࢿンࢺ 
�� ྡ 1 ����（月） �� ྡ 

�� ⾡カ࣮ᨷᧁのᡓࢵࢧࡪルで学ࢧࢺࢵࣇ % ྡ⛬度 1 9�1（日） � ྡ 

& 小・中学生のための༟⌫教ᐊ 各 � 組 � 9��1 （ ᅵ ） 

9��� （ 日 ） 

9���（月・⚃） 

1�� ྡ 

' ぶ子の自↛体㦂教ᐊ ̽カ࣮ࢾを౑用し

た自↛体㦂̽ 

各 � 組 � 1��1� （ ᅵ ） 

1��19（ᅵ） 

Ⲩኳで

中Ṇ 

( ᨺ課ᚋの㐠動教ᐊ �� ྡ⛬度 � 1��1� （ ⅆ ） 

1���� （ ⅆ ） 

1���9（ⅆ） 

1� ྡ 

' スキ࣮スク࣮ル ⣙ �� ྡ 1 1�1�（ᅵ）ࠥ

1�1�（月） 

1� ྡ 

                              ィ 1�� ྡ 
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　本学部では入試広報の一環として，高等学校からの見学受入れを積極的に行い，本学部の特色や魅
力を発信している。
　担当教員はカリキュラムや就職状況等を説明した後，専門性を生かした模擬授業を行い，進学希望
者への学部理解に努めている。

No 実施日 学校名 参加者 担当教員

１ ５月９日 山梨学院高等学校 ２年生　７名 有川　宏幸（広報委員長）

２ ６月28日 富山県立魚津高等学校 保護者　10名 佐藤　亮一（広報委員）

３ ７月１日 新潟県立巻高等学校 保護者　８名 有川　宏幸（広報委員長）

４ ７月11日 福島成蹊高等学校 １年生　32名 雲尾　　周（広報委員）

５ ７月17日 新潟県立小千谷高等学校 １年生　58名 岡田　祥平（広報副委員長）

６ ７月19日 新潟県立新潟江南高等学校 １年生　50名 田中　誠二（広報委員）

７ ７月25日 新潟県立新井高等学校 １年生　30名 清水　文博（広報委員）

８ ７月26日 新潟県立新潟南高等学校 １年生 岡田　祥平（広報副委員長）
田中　誠二（広報委員）

９ ９月11日 新潟県立燕中等教育学校 保護者　41名 杉村　桃子（広報委員）

10 ９月12日 福島県立郡山高等学校 １年生　62名 有川　宏幸（広報委員長）

11 ９月13日 福島県立橘高等学校 保護者　８名 清水　文博（広報委員）

12 ９月27日 長野県長野高等学校 １年生　31名 佐藤　亮一（広報委員）

13 10月２日 福島県立福島東高等学校 保護者　17名 田中　誠二（広報委員）

14 10月８日 福島県立福島東高等学校 ２年生　29名 岡野　　勉（広報委員）

15 10月11日 福島県立福島高等学校 保護者 清水　文博（広報委員）

16 10月16日 新潟県立三条高等学校 保護者　19名 佐藤　亮一（広報委員）

17 10月23日 新潟産業大学附属高等学校 １年生　11名 岡田　祥平（広報副委員長）

18 10月24日 新潟県立直江津中等教育学校 保護者　４名 有川　宏幸（広報委員長）

【附属学校等からの見学】

No 実施日 学校名 対象者 担当教員

１ ６月10日 附属長岡小学校 小学校５年生67名
及び保護者67名 清水　文博（広報委員）

２ ９月24日 附属長岡中学校 中学校１年生117名 張間　忠人（広報委員）
垣水　　修

　2.10　中・高校生等の大学見学
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　本学部就職厚生委員会では，教育・学生支援機構�全学教職支援センターと連携し，学生の就職支援
の一環として，次のとおり「教職理解特別講座～教員採用検査に向けての対策と指導～」を実施した。
　講師は，全学教職支援センターの田中　賢一客員教授，山際　貴子特任教授，遠藤　英和特任教授，
村川　孝子特任教授，石坂　学特任教授，竹内　公英特任教授，後藤　一雄特任教授，佐藤　昇誠特
任教授である。
１　目的

　講座の受講をとおして，教育現場の実際を知り，多様な教育課題の解決のために「何をどうしたら
よいか」を考え，教師としての在り方を学ぶ。また，教員採用検査に向けて，筆答検査の勉強の観点，
模擬授業の在り方，個人・集団面接の在り方，等々の具体的な対策を学ぶ。

２　実施内容

　⑴　応用コース
　　　対象者　：学部４年生，大学院生，養護教諭特別別科生，新潟大学の卒業生
　　　開講時間：５限（16：25～17：55�），場所：204講義室他

　
開　催　日 講　義　内　容

１ ４月11日（木） 応用コースガイダンス＆出願書類の書き方

２ ４月18日（木） 教職教養検査問題対策と基礎演習

３ ４月25日（木） 新潟県／新潟市�教員採用検査説明会

４ ５月９日（木） 模擬授業のポイントと実際

５ ５月16日（木） 個人面接と場面指導のポイントと実際

６ ５月23日（木） 集団面接・集団討論のポイントと実際

７ ６月20日（木） 学校種別演習Ⅰ

８ ６月27日（木） 学校種別演習Ⅱ

９ ７月４日（木） 学校種別演習Ⅲ

10 ７月11日（木） 二次検査対策　ニーズ別演習Ⅰ

11 ７月18日（木） 二次検査対策　ニーズ別演習Ⅱ

12 ７月25日（木） 二次検査対策　ニーズ別演習Ⅲ＆私立学校等希望者への指導助言

13 10月31日（木） 教壇に立つ心構え（臨採希望者も含む）

14 11月６日（水） 学校教育を支える多様な職種と業務

3．就職支援

　3.1　教員志望学生向け特別講座
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　⑵　基礎コース
　　　対象者　：学部３年生，大学院１年生，新潟大学の卒業生　　
　　　開講時間：５限（16：25～17：55�），場所：204講義室

開　催　日 講　義　内　容

１ 10月10日（木） 特別講座《基礎コース》
ガイダンスと先輩からのアドバイス～教採への対策と準備～

２ 10月17日（木） 学習指導上の課題とその解決に向けて
～授業の配慮点と学校現場の授業の実際～

３ 11月21日（木） 学習指導要領のポイント

４ 11月28日（木） 小論文の書き方とポイント（その１）
～学習指導＆学力向上を中心に～

５ 12月５日（木） 小論文の書き方とポイント（その２）
～生徒指導上の課題と対応を中心に～

６ 12月12日（木） 小論文の書き方とポイント（その３）
～道徳教育の充実を目指して～

７ 12月19日（木） 小論文の書き方とポイント（その４）
～危機管理を中心に～

８ １月９日（木） 教育行政が期待する教師像
（新潟県教育委員会・新潟市教育委員会）

９ １月16日（木） 小論文の書き方と目指す教師像
～自分の教育観・指導観を構築する～

10 １月23日（木） 自己PR＆願書の書き方と教育関連法規
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　教員採用試験対策の充実・強化を図るため，教員採用試験対策支援プログラムを下記のとおり実施
した。
１　教員採用試験対策支援プログラム（R2.4採用者向け） 

　⑴　小論文指導
　　�　令和元年６月20日（木），足立准教授指導のもと，「小論文指導」を行った。参加者は38人。参
加者は小論文の論題の受け止め方，主張の組み立て方についてアドバイスを受けた。

　⑵　教採対策講義（特別支援教育）
　　�　令和元年６月21日（金）長澤教授による，教採対策講義「特別支援教育の現状と今後」が行われ，
４人の参加があった。

　⑶　教員採用検査合格者（卒業生）の模擬授業見学
　　�　令和元年７月30日（火），昨年度教員採用検査で合格を果たし，正規教員となった卒業生を招き，
教員採用検査を想定した模擬授業を行った。参加者は43人。

　　�　実際の教員採用検査と同じ進行で授業を実施した後，質疑応答を行った。参加者からは大きな
刺激となった様子がうかがえた。

　⑷　場面指導
　　　令和元年８月１日（木），「場面指導」対策講義を行った。参加者は56人。
　　�　全学教職支援センター特任教授，教職指導の齋藤准教授が面接官役となり，学生代表者と実際
の教員採用試験を想定した場面指導を行った。参加者は，二次試験に向け意欲を高めた。

　⑸　模擬授業
　　�　令和元年８月５日（月），６日（火），７日（水）の３日間，実際の教員採用試験を想定した「模
擬授業」を行った。参加者は延べ30人。齋藤准教授を中心に，多くの教員の協力を得て実施した。

　　�　授業実施者が，実際の教員採用試験を想定した模擬授業を実施し，参加者との質疑討論の後，
教員等からアドバイスを受けた。

【実技試験対策】
　⑹　理科実技試験対策
　　�　令和元年６月18日（火），19日（水），21日（金），教員採用検査対策支援プログラムとして「理
科実技試験対策（生物・物理・化学・地学）」を行った。参加者は延べ５人。理科教員から，実
技試験を想定した実験器具の操作方法等について具体的なアドバイスを受けた。

　⑺　音楽実技試験対策
　　�　受講者の希望日時に，教員採用検査対策支援プログラムとして「音楽実技試験対策」を行った。
参加者は延べ５人。音楽科教員から，小学校，中学校，高等学校等の音楽実技について具体的な
アドバイスを受けた。

　⑻　体育実技試験対策
　　�　令和元年６月から７月において，教員採用検査対策支援プログラムとして「体育実技試験対策」
を行った。参加者は２人。体育科教員から，水泳実技について具体的なアドバイスを受けた。

　　�　また，体育実技の第二次試験対策として，８月13日（火），14日（水），15日（木），16日（金）
の４日間，第２体育館の一部を開放し，マット運動等の体育実技の練習場所として提供した。

　3.2　教員採用試験対策支援プログラム
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２　教員採用試験対策支援プログラム（R3.4採用者向け） 

　⑴　教員採用試験の最新動向と対策（時事通信出版局ガイダンス）
　　�　令和２年２月12日（水），時事通信出版局から講師を招き，教員採用試験の最新動向と対策に
ついて講演を行った。参加者は54人（他学部等学生含む。）。�

　　�　今年度実施された教員採用試験の動向を踏まえた対策や過去問の分析，最新教育時事の傾向と
対策について，講演をいただいた。

　3.3　３年次生向けキャリア支援ガイダンス

　３年次教育実習（春期実習）を終えた学生を対象とした，本学部独自のキャリア支援ガイダンスを
開催した。

１　３年次生向けキャリア支援ガイダンス

　令和元年７月19日（金）に，３年次教育実習（春期実習）を終えた学生向けに，教育実習という体
験を踏まえ，社会で必要とされる力を知り，自分の強みや弱みを整理し，今後のキャリアビジョンを
考えことを目的に，新潟大学キャリアセンター及び（株）リクルートキャリアから講師を招きガイダ
ンスを実施した。

　3.4　企業・公務員希望者向け就職ガイダンス

　本学部独自の企業・公務員希望者向け就職ガイダンスを下記のとおり開催した。

１　企業・公務員希望者向け就職ガイダンス

　令和元年11月11日（月），企業就職・公務員を希望する３年次生を対象に就職対策ガイダンスを開
催した。
　ガイダンスでは，内定者２人による具体的な就活体験談とキャリアセンターキャリアコンサルタン
トによるアドバイスが行われた。
　体験発表は，民間企業就職を果たした内定者及び公務員就職を果たした内定者から，それぞれ就活・
受験体験発表があった。
　キャリアコンサルタントからは，進路・就職に向けてこれから準備することのアドバイスがあり，
その後，質疑応答が行われた。
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　教育・学生支援機構�全学教職支援センターと連携し，以下の支援事業を行った。

１　「臨時教員採用希望者登録ガイダンス」（「教職理解特別講座応用コース」第13回）

　日時：令和元年10月31日（木）５限（16：25 ～ 17：55）
　臨時教員採用を希望する学生に対し，臨時教員採用希望者登録ガイダンスを行い「臨時教員採用希
望調書」を配付した。

２　令和２年度臨時教員採用希望者名簿の作成と教育委員会等への送付

　「臨時教員採用希望調書」をもとに，名簿を作成した。この名簿は，新潟県教育委員会，各教育事
務所，各市町村教育委員会等に送付し採用を依頼した。

　3.6　教員採用試験受験者向けガイダンス

　教員採用試験対策として，本学部独自に教員採用試験受験予定者向けガイダンスを開催した。

１　教採合格ガイダンス（４年次生向け）

　平成31年４月24日（水），今年度教員採用検査受験予定者を対象に，新潟県・新潟市の教員採用検
査募集要項（願書）の配付を兼ねて「教採合格ガイダンス」を開催した。
　ガイダンスは，（１）齋藤准教授から，教員採用検査出願にあたっての注意点や検討事項などの説
明（２）全学教職支援センター所属の石坂特任教授から，自己ＰＲカード記入上の留意点の説明（３）
小学校で正規教員として勤務している卒業生による講演などが行われた。

２　教員採用検査受験予定者向けガイダンス（３年次生向け）

　令和元年10月７日（月），来年度の教員採用検査受験予定者を対象にガイダンスを開催した。
　ガイダンスでは，（１）全学教職支援センター所属の特任教授から「教員採用検査対策講座等の内容・
日程」についての説明，（２）教育学部卒業生で県内の小・中学校教員として活躍している先輩２人
から教員を目指すにあたっての体験談発表，（３）遠藤特任教授から教員採用検査に向けての心構え
をはじめとした具体的なアドバイスをいただいた。

　3.5　臨時教員希望者への就職支援
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　教員を志望する学生への支援充実を図るため，教育学部内に「教職サポートルーム」を設置してい
る。
　教職を目指す学生が自由に利用でき，指導書や教職関連冊子が閲覧できるほか，電子黒板などを
使った模擬授業を行うスペースがあり，教採試験間際は利用度が多い。
　また，教職指導担当教員が週２回常駐し，学生からの相談に対応する体制が整っていて，学生が気
軽に相談できる環境となっている。

3�� 教⫋ࢺ࣮࣏ࢧル࣮ム 
 
教ဨをᚿᮃする学生へのᨭ᥼඘実を図るため，教育学部内に「教⫋ࢺ࣮࣏ࢧル࣮ム」を

設⨨している。 
教⫋を目指す学生が自由に฼用でき，指ᑟ᭩や教⫋関連෉子が㜀ぴできる࡯か，㟁子㯮

ᯈなどを౑ったᶍᨃ授業を行うス࣮࣌スがあり，教᥇ヨ㦂㛫㝿は฼用度がከい。 
また，教⫋指ᑟᢸ当教ဨが㐌㸰ᅇᖖ㥔し，学生からの相ㄯに対ᛂする体ไが整っていて，

学生が気㍍に相ㄯできる⎔ቃとなっている。 
 

  
教職サポートルーム（101 講義室）     模擬授業スペース・電⼦⿊板ほか 

 

  
  指導書・参考⽂献・⾃習スペース     教職関連雑誌 
 
 
 
 

　3.7　教職サポートルーム
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4．学部FD

　今年度は，学外から金沢大学人間社会学域教授に講演をお願いし，それらを含めて全３回の学部Ｆ
Ｄを実施した。

㸲. 学部㹄㹂 

 

 今年度は，学እから㔠ἑ大学人㛫社会学域教授にㅮ₇をお㢪いし，それらを含めて全㸱ᅇ

の学部㹄㹂を実᪋した。 

 

1R 実᪋月日 会場 ₇題 ㅮᖌ 

1 㸲月 1� 日（木） 

1�㸸���1�㸸�� 

教育学部 

大会議ᐊ 

㔠ἑ大学はいかにしてࠊ教ဨ᥇

用ṇつ᥇用⋡全国一఩を㐩成

できたか 

㔠ἑ大学人㛫社

会学域 教授 

� ９月 1� 日（木） 

1�㸸���1�㸸�� 

教育学部 

大会議ᐊ 

令和㸰（����）科学研究㈝ຓ成

事業公ເの主な࣏࢖ンࢺと科

研㈝ᨵ㠉による変更点 

新₲大学研究௻

⏬ᐊ㹓㹐㸿 

� 11 月 1� 日（木） 

1�㸸���1�㸸�� 

教育学部 

大会議ᐊ 

教育学部学生の㐍㊰（ᑵ⫋）≧

ἣ及びキࣕリࢭ࢔ン࣮ࢱへの

相ㄯ≧ἣ・相ㄯ内容について 

新₲大学キࣕリ

キ ࣮ࢱンࢭ࢔

ࣕリ࢔コンࢧル

 ࢺンࢱ
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１．令和元年度中堅教諭等資質向上研修「教科指導研修」の日程等の概要
　新潟市立総合教育センターと教育学部との連携事業である中堅教諭等資質向上研修「教科指導研
修」（以下「中堅研」と称する）は，令和元年度で16年目を迎えた。
⑴　日�程
�　令和元年度の「中堅研」の活動日程は下表のとおりである。

　６月の事前打合せ会で，新潟市立総
合教育センター（新潟市教育委員会を
含む）指導主事と教育学部担当教員と
が一堂に会して，日程や研修指導体制
等についての確認を行った。
　夏季休業中の「教科指導研修」は，

２日間に渡って実施され，各受講者の授業力の課題の検討，授業改善計画の検討，学習指導案の検討，
模擬授業等に取り組んだ。これらを踏まえて，９月以降に，グループごとの代表者授業研究，全受
講者の勤務校での校内授業研究を実施した。また，10月から12月までの期間に，グループごとに「研
修のまとめ」を実施した。
⑵　受講者・指導者・グループ編制
　教科ごとの受講者数，グループ数，指導者数等は，以下のとおりである。

２．学部｢養成」と現職教員｢研修」の連携等
　教育学部での「養成」と現職教員の「研修」との連携がある。学部生や大学院生が代表者授業等に
参加し，共に授業について学ぶ機会としても位置付けられてきている。

日　程 研　修　内　容 場　所　等
６月27日 センター・学部の事前打合せ会 教育学部
７月30日 「教科指導研修」１日目 センター・学部
８月20日 「教科指導研修」２日目 センター・学部
９月～11月 代表者授業研究会等 受講者の学校
10月～12月 「研修のまとめ」 センター・学部・学校

教科・領域等 受講者数 グループ数 指導主事数 大学教員数
国　語 10 3 3 3
社　会 7 2 2 2
算数・数学 18 4 4 4
理　科 10 3 3 4
音　楽 1 1 1 1

図画工作・美術 0 0 0 0
生活・総合 3 1 1 1

体育・保健体育 13 4 4 3
家庭・技術家庭 3 1 1 2
外国語 10 3 3 3
道　徳 3 1 1 1
特別活動 3 1 1 1

特別支援教育 9 2 2 2
合　　　計 90 26 26 27

5．地域貢献
　5.1　令和元年度中堅教諭等資質向上研修「教科指導研修」
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○　教育委員会との連携協定

　・新潟県教育委員会との連携推進協議会

　　�　平成23年４月に締結した連携協定にもとづき，令和２年２月13日，新潟県教育委員会と新潟大
学教育学部との連携推進協議会を開催した。

　　�　新潟大学教育学部が抱える当面の課題への取り組み状況，教員採用の状況と見通し等について
率直な意見交換が行われた。今後も連携・協働し，教員の資質・能力の向上に取り組むことを確
認し，盛会のうちに終了した。

　・新潟市教育委員会との教育懇談会

　　�　令和２年２月10日，新潟市教育委員会と新潟大学教育学部との教育懇談会を開催した。
　　�　新潟大学教育学部が抱える当面の課題への取り組み状況，教員採用の状況と見通し等について
率直な意見交換が行われた。今後も連携・協働し，教員の資質・能力の向上に取り組むことを確
認し，盛会のうちに終了した。

　・見附市教育委員会との連携事業

　　�　平成17年３月調印の「連携協力に関する覚書」に基づき，見附市教育委員会との連携事業とし
て，見附市内の全ての小・中・特別支援学校13校へ出前授業「みつけこども大学」として講師を
延べ13名派遣した。

　・三条市教育委員会との連携事業

　　�　平成17年８月調印の「連携協力に関する覚書」に基づき，三条市教育委員会との連携事業とし
て，市内の小・中学校４校へ「学習支援ボランティア」を６名派遣した。

　　�　また，令和元年10月17日，三条市教育委員会と連携推進協議会を開催し，連携協力の現状及び
成果並びに課題等が報告された後，今後の連携について意見交換を行った。

　・燕市教育委員会との連携事業

　　�　平成23年３月調印の「連携協力に関する覚書」に基づき，燕市教育委員会との連携事業とし
て，「学習支援ボランティア」の募集を行い，市内の小・中学校４校に対して，学習支援等とし
て５名を派遣した。

　5.2　教育委員会との連携事業
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≪主な委員就任状況≫

新潟県・新潟県教育委員会

　『新潟県美術品収集委員会委員』
　『新潟県青少年問題協議会委員』
　『新潟県公害審査会委員』
　『新潟県屋外広告物審議会委員』
　『新潟県学校保健推進協議会委員』
　『発達障害者支援体制整備検討委員会及び特別支援教育総合推進事業運営協議会委員』
　『指導改善研修に係る審査検討委員会委員』
　『新潟県青少年問題協議会委員』
　『県立歴史博物館評価委員』
　『新潟県労働委員会公益委員』
　『新潟県消費生活審議会委員』
　『新潟県教科用図書選定審議会委員』
　『新潟県いじめ防止対策等に関する委員会委員』
　『いじめ対策等検討会議委員』
　『新潟県いじめ等に関する調査委員会委員』
　『新潟県学校保健推進協議会』
　『学校評議員』
　『新潟テクノスクール修了生の自死事案に関する第三者委員会委員』
　『新潟県立長岡高等学校ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ運営指導委員会委員』
　『新潟県健康づくり推進懇談会委員』
　『新潟県文化財保存活用大綱策定委員』

新潟市・新潟市教育委員会

　『新潟市社会教育委員』
　『新潟市男女平等教育推進研究会委員』
　『新潟市就学支援委員会委員』
　『新潟市環境審議会委員』
　『新潟市文化創造推進委員会委員』
　『新潟市美術館及び新潟市新津美術館協議会委員』
　『新潟市自殺予防対策協議会委員』
　『教育委員会表彰選考委員会委員』
　『にいがた市民大学運営委員』
　『新潟市都市計画審議委員』
　『新潟市精神医療審査会委員』

　5.3　委員等就任状況
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　『教科用図書審議委員』
　『新潟市地球温暖化対策実行計画策定委員会委員』
　『新潟市民芸術文化会館劇場専属舞踊団検証会議委員』
　　
新潟県小学校図書館協議会

　『読書感想文コンクール審査委員長』

長岡市教育センター

　『教育研究論文審査員』

三条市教育委員会

　『三条市教育事務点検評価委員会委員』

佐渡市

　『佐渡市いじめ問題調査委員会委員問題調査委員会委員』

佐渡市ジオパーク推進協議会

　『推進協議会委員、運営委員』

佐渡市教育委員会

　『佐渡市教育振興基本計画策定会議委員』

新発田市

　『新発田市景観アドバイザー』

見附市教育委員会

　『学校評価アドバイザー』
　『就学支援委員』

聖篭町教育委員会

　『聖篭町いじめ防止等対策委員会委員』

出雲崎町教育委員会

　『出雲崎町教育支援委員会委員』

国土交通省北陸地方整備局

　『河川水辺の国勢調査アドバイザー』
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公益財団法人　新潟市芸術文化振興財団

　『理事』

公益財団法人リバーフロント研究所

　『河川・海岸環境等検討委員会委員』

全国GIS技術研究会

　『「地理空間情報の活用推進に関する北陸地方産学官連絡会議」委員』

地震予知総合研究振興会

　『津波の地質痕跡評価ワーキンググループ委員』

独立行政法人大学入試センター

　『問題作成部会委員』

新潟市西区自治協議会

　『新潟市西区自治協議会』

光村図書出版株式会社

　『編集委員』

新潟県国際交流協会

　『専任アドバイザー』

北陸地方整備局　羽越河川国道事務所

　『荒川たんぽの保全・創出検討会委員』

特定非営利法人　日本国際湿地保全連合

　『水生植物調査及び水生植物分科会委員』

国立教育政策研究所

　『プロジェクト研究「教員の配置等に関する教育政策の実証に関する研究」に係る委員』

新潟県・新潟市小学校教育研究会

　『学習指導改善調査研究事業アドバイザー』
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文部科学省高等教育局

　『大学設置・学校法人審議会（大学設置分科会）専門委員』

新潟ろうきん福祉財団

　『選考委員』

上越教育大学

　『上越教育大学CST育成事業実施委員会委員』

新潟日報社

　『審査員』

新潟県病院局

　『県立十日町看護専門学校（仮称）入学試験委員』
　『県立病院附属看護専門学校入学試験委員』

独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構

　『国立大学教育研究評価委員会専門委員』

独立行政法人　日本学術振興会

　『科学研究費委員会専門員(2段階書面審査委員)』

教員養成評価機構

　『評価委員会委員』

新潟市立総合教育センター

　『マイスター認定審査委員』

日本教職大学院協会

　『授業改善・FD委員会委員』
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䚽学⾡஺ὶ（◊✲⪅ὴ㐵）

⫋　名 Ặ　　名 Ώ⯟ඛᅜ ୺䛯䜛⏝ົ ฟⓎ᪥ ᖐ╔᪥ ㈝⏝䛾ฟᡤ

教ᤵ Ύ Ỉ ◊ స 中ᅜ 学⾡䞉ᩥ໬஺ὶ 2019㻛11㻛4 2019㻛11㻛8 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ∵ ᒣ ᖾ ᙪ 䜲䝍䝸䜰 ➨３䠌ᅇ䝴䝙䝞䞊䝅䜰䞊䝗➇ᢏ఍ཧຍ䛾䛯䜑 2019㻛6㻛28 2019㻛7㻛13

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ
中ᅜ教育部඲ᅜ中小学校園Ᏻ඲㜵≢◊✲఍䜈䛾
ཧຍ

2019㻛5㻛23 2019㻛5㻛27 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ໭ ᮧ ⦾ 䜶䝹䝃䝹䝞䝗䝹ඹ࿴ᅜ ㄪᰝ◊✲䛾䛯䜑 2019㻛8㻛21 2019㻛9㻛13 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ໭ ᮧ ⦾ 䜾䜰䝔䝬䝷 㻶㻵㻯㻭䜾䜰䝔䝬䝷▷ᮇᑓ㛛ᐙὴ㐵 2019㻛11㻛17 2019㻛12㻛2

教ᤵ 小ᯘ ᪥ฟ⮳㑻 䜼䝸䝅䝱 䝩䝯䝻䝇䛾㐠ືᩥ໬䛻㛵䛩䜛◊✲㈨ᩱㄪᰝ 2019㻛9㻛14 2019㻛9㻛25 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

教ᤵ ୹ ἞ ჆ ᙪ 䝖䝹䝁 䜲䝇䝍䞁䝤䞊䝹䝡䜶䞁䝘䞊䝺䛾ㄪᰝ 2019㻛10㻛27 2019㻛11㻛1
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠞㻕ศᢸ
௦⾲䠖᳝ཎఙ༤

෸教ᤵ 中 ᓥ ఙ Ꮚ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ教育◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛
◊✲ᡴ合䛫

2019㻛6㻛14 20109㻛6㻛17
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
௦⾲䠖┦ᗞ࿴ᙪ

教ᤵ ྥ ᒣ ᜤ ୍ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ教育◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛
◊✲ᡴ合䛫

2019㻛6㻛14 2019㻛6㻛17 ᇶᖿⓗ⤒㈝

特௵教ᤵ ኱ ᶫ ⱥ ႐ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ教育◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛
◊✲ᡴ合䛫

2019㻛6㻛14 2019㻛6㻛20

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ教育◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛
◊✲ᡴ合䛫

2019㻛6㻛15 2019㻛6㻛20
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
ᐑⷵ⾨

教ᤵ ┦ ᗞ ࿴ ᙪ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛◊✲
ᡴ䛱合䜟䛫

2019㻛6㻛14 2019㻛6㻛20
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
ᐑⷵ⾨

ୗỌ⏣ ಟ஧ ༡䜰䝣䝸䜹ඹ࿴ᅜ
㼃㻻㻾㻸㻰㻌㻯㻻㻺㻲㻱㻾㻱㻺㻯㻱㻌㻻㻺㻌㻰㻾㻻㼃㻵㻺㻳
㻼㻾㻱㼂㻱㻺㼀㻵㻻㻺㻌2019㻌䜈䛾ฟᖍ

2019㻛10㻛5 2019㻛10㻛11
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
኱ᗞᫀ᫛

෸教ᤵ ῰ ㇂ ᚭ 中ᅜ
ᅜ㝿ඹྠ教育◊✲఍䛚䜘䜃ᅜ㝿䝥䝻䜾䝷䝮䛻ಀ䜛
◊✲ᡴ合䛫

2019㻛6㻛14 2019㻛6㻛20

教ᤵ ∵ ᒣ ᖾ ᙪ 㡑ᅜ 2019᪥ᮏ䞉中ᅜ䞉㡑ᅜ኱学生༟⌫஺ὶᡓ 2019㻛8㻛22 2019㻛8㻛26

ㅮᖌ ᷓ ⓶ ㈗ Ꮚ 䜸䞊䝇䝖䝸䜰 ➨16ᅇୡ⏺య᧯⚍䜈䛾ཧຍ䛚䜘䜃どᐹ 2019㻛7㻛5 2019㻛7㻛15

෸教ᤵ ῰ ㇂ ᚭ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ 中 ᓥ ఙ Ꮚ 中ᅜ
ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ䝥䝻䜾䝷䝮䛾ᡂᯝ᳨ド䛾䛯䜑䛻䚸ཧ
ຍ学生䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯ほᐹ䞉䜲䞁䝍䝡䝳䞊䝕䞊䝍䜢収㞟
䛩䜛

2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
௦⾲䠖┦ᗞ࿴ᙪ

෸教ᤵ ᶓ ᇼ ኊ ᫛ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

6．国際交流
　6.1　学術交流（研究者派遣）
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ྂ⏣ᓥ ᜨὠᏊ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ఀ 㔝 ⩏ ༤ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ᐑ ⷵ ⾨ 中ᅜ ᪥中教育䝣䜷䞊䝷䝮ཬ䜃ᤵᴗ◊✲஺ὶཧຍ 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

ᕝ ➃ ᘯ ᐇ 中ᅜ
໭ிᖌ⠊኱学⌔ᾏศ校ཬ䜃ྠ附属学校䛸䛾ᅜ㝿
஺ὶ஦ᴗ

2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ┦ ᗞ ࿴ ᙪ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮䛚䜘䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ᑿ ㌟ ᾈ ග 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮ཬ䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23 ᇶᖿⓗ⤒㈝

特௵教ᤵ ኱ ᶫ ⱥ ႐ 中ᅜ ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗ（教育䝣䜷䞊䝷䝮ཬ䜃ᤵᴗ஺ὶ等） 2019㻛10㻛18 2019㻛10㻛23

㐲㝸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䡸䡹䡿䢍
ᵓ⠏㻔教⫋㻕
♫఍㐺ᛂຊேᮦ育ᡂ
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠇

小 ᯘ ᫛ ୕ 䝝䞁䜺䝸䞊
㻳㻵㻾㻱㻼㻙㻵㻯㻼㻱㻌2019㻯㼛㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌䛻ཧຍ䛧◊✲Ⓨ⾲䛸
◊✲஺ὶ䜢ᐇ᪋

2019㻛6㻛27 2019㻛7㻛6
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
௦⾲䠖⯆἞ᩥᏊ

教ᤵ ྥ ᒣ ᜤ ୍ 中ᅜ
新潟኱学๰生学部学生䛾໭ிᖌ⠊኱学⌔ᾏศ校
学生䛸䛾஺ὶ఍䚸ྠ኱学附属学校ゼၥ䜢┠ⓗ䛸䛩
䜛ゼ中ᅋ䛾ᣦᑟ䛚䜘䜃ᘬ⋡

2019㻛9㻛19 2019㻛9㻛24 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ᚿ ㈡ 㝯 䝰䞁䝂䝹 䝰䞁䝂䝹す部䛾᳜≀┦ㄪᰝ 2019㻛7㻛21 2019㻛8㻛4 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ బ ⸨ ဴ ኵ 中ᅜ
新᫬௦ᑓ㛛ㄆ定䜢䜒䛸䛻䛧䛯教育䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾◊
✲஺ὶ఍

2019㻛7㻛11 2019㻛7㻛15 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ኱ ᗞ ᫀ ᫛ 中ᅜ
᭱新䛾中ᅜ䛷䛾㼂㻾,㻌㻭㻾◊✲䛾どᐹ䛸教育ᨵ㠉䝣䜷
䝷䞊䝮䜈䛾ཧຍ

2019㻛12㻛1 2019㻛12㻛7 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ኳ 㔝 㐩 㑻 䜸䝷䞁䝎 ᅜ㝿⎔ቃே㛫ᕤ学఍ 2019㻛7㻛6 2019㻛7㻛14 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠞㻕

෸教ᤵ ྂ ⏣ ࿴ ஂ 䜸䝷䞁䝎
11㼠㼔㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻯㼛㼚㼢㼑㼚㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㻭㼟㼕㼍㼚㻌㻿㼏㼔㼛㼘㼍㼞㼟䜈
䛾ཧຍ

2019㻛7㻛14 2019㻛7㻛21 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

教ᤵ బ ⸨ ဴ ኵ 䝯䜻䝅䝁 䜰䝹䜹䜲䝑䜽䛛䜙現௦䜎䛷䛾䝯䜻䝅䝁⨾⾡䛾ㄪᰝ 2020㻛2㻛26 2020㻛3㻛4 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ⏣ 中 ဏ Ꮚ 䜸䞊䝇䝖䝸䜰
⛉◊㈝新学⾡㡿ᇦ䛂㌟᣺䜚ᴫᛕ䛾ኚ໬䛾䝯䜹䝙䝈
䝮䛃䛾䛯䜑䛾㈨ᩱㄪᰝ䚸ᣍ⪸ண定䛾◊✲⪅（䝭䝳䞁
䝦䞁኱㼂㻚䝻䜲䝣䝺Ặ）䛸䛾ᡴ䛱合䜟䛫

2019㻛9㻛15 2019㻛9㻛29 ⛉◊㈝㻔㻕

෸教ᤵ 中 ᓥ ఙ Ꮚ 中ᅜ ஺᥮␃学生䛻ಀ䜛◊✲ㄪᰝ 2019㻛11㻛29 2019㻛12㻛3

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ ஺᥮␃学生䛻ಀ䜛◊✲ㄪᰝ 2019㻛11㻛29 2019㻛12㻛3
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕
௦⾲䠖┦ᗞ࿴ᙪ
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⫋　名 Ặ　　名 Ώ⯟ඛᅜ ୺䛯䜛⏝ົ ฟⓎ᪥ ᖐ╔᪥ ㈝⏝䛾ฟᡤ

特௵教ᤵ ኱ ᶫ ⱥ ႐ 中ᅜ 新潟኱学䛸໭ி㐃合኱学㛫䛾䝔䝺䝡఍㆟䛾支援 2019㻛11㻛29 2019㻛12㻛3

㐲㝸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䡸䡹䡿䢍
ᵓ⠏㻔教⫋㻕
♫఍㐺ᛂຊேᮦ育ᡂ
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠇

教ᤵ ┦ ᗞ ࿴ ᙪ 中ᅜ ஺᥮␃学生䛻ಀ䜛◊✲ㄪᰝ 2019㻛11㻛29 2019㻛12㻛3 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

教ᤵ ∵ ᒣ ᖾ ᙪ 䝝䞁䜺䝸䞊 16㼠㼔㻌㻵㼀㼀㻲㻌㻿㼜㼛㼞㼠㼟㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㻯㼛㼚㼓㼞㼑㼟㼟　ཧຍ 2019㻛4㻛18 2019㻛4㻛24
ᐤ௜㔠㻔༟⌫➇ᢏ䛻㛵
䛩䜛◊✲ຓᡂ㻕

教ᤵ ┦ ᗞ ࿴ ᙪ 中ᅜ
⛉◊఍㆟ཬ䜃໭ிᖌ⠊኱学ᐇ㦂小学஺ὶ༠定⥾
⤖

2020㻛1㻛11 2020㻛1㻛13 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ఀ 㔝 ⩏ ༤ 中ᅜ Ẹ᪘㡢ᴦ◊✲ཬ䜃Ẹ᪘㡢ᴦ教育◊✲஺ὶ 2019㻛6㻛12 2019㻛6㻛17

特௵教ᤵ ኱ ᶫ ⱥ ႐ 中ᅜ
教⫋኱学㝔䛻ಀ䜛◊✲ㄪᰝཬ䜃䝔䝺䝡఍㆟䝅䝇䝔
䝮䛾㐠⏝

2020㻛2㻛7 2020㻛2㻛12

㐲㝸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
䝅䝇䝔䝮ᵓ⠏♫఍㐺ᛂ
ຊேᮦ育ᡂ䝥䝻䝆䜵䜽
䝖

教ᤵ ᐑ ⷵ ⾨ 中ᅜ ⛉学◊✲㈝ᇶ┙◊✲（㻯㻕䛻䜘䜛ㄪᰝ䞉どᐹ 2020㻛2㻛7 2020㻛2㻛12 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

教ᤵ బ ⸨ ு ୍ 㡑ᅜ 㻵㻯㻿㻭㻺㻱2019䛻ཧຍ 2019㻛10㻛30 2019㻛11㻛2 ຓᡂ㔠㻔Ọ஭䡰䢃䡡䡰䡹㻕

教ᤵ ┦ ᗞ ࿴ ᙪ 中ᅜ䚸㡑ᅜ
䜾䝻䞊䝞䝹ேᮦ育ᡂ䛻ྥ䛡䛯ᅜ㝿஺ὶ䝥䝻䜾䝷䝮
䛻䛴䛔䛶䛾ホ౯᪉ἲ䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ

2020㻛2㻛7 2020㻛2㻛12 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

෸教ᤵ ㊊ ❧ ᖾ Ꮚ 䜰䝯䝸䜹
69㼠㼔㻌㻭㼚㼚㼡㼍㼘㻌㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔
㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻌䜈䛾ཧຍ

2019㻛12㻛3 2019㻛12㻛9 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

෸教ᤵ ኱ ᗞ ᫀ ᫛ ༡䜰䝣䝸䜹
㼃㻻㻾㻸㻰㻌㻯㻻㻺㻲㻱㻾㻱㻺㻯㻱㻌㻻㻺㻌㻰㻾㻻㼃㻵㻺㻳
㻼㻾㻱㼂㻱㻺㼀㻵㻻㻺㻌2019㻌䜈䛾ฟᖍ

2019㻛10㻛5 2019㻛10㻛11 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

෸教ᤵ ᚿ ㈡ 㝯 㡑ᅜ
῭ᕞᓥ䚸ி␥㐨䚸Ụཎ㐨䛚䜘䜃䝋䜴䝹特別ᕷ（኱㡑Ẹᅜ）
䛻䛚䛡䜛䝠䝯䜴䜻䜽䝃（䝃䝖䜲䝰⛉）䜢ྵ䜐Ỉ生᳜≀䛾ศ
ᕸㄪᰝ䛚䜘䜃ᶆᮏㄪᰝ

2019㻛6㻛6 2019㻛6㻛11 ᇶᖿⓗ⤒㈝

ᮤ ⿱ ᲍
（ 㻸㻱㻱 㼅㼡㼘㼑㼑 ）

㡑ᅜ
῭ᕞᓥ䚸ி␥㐨䚸Ụཎ㐨䛚䜘䜃䝋䜴䝹特別ᕷ（኱㡑
Ẹᅜ）䛻䛚䛡䜛䝠䝯䜴䜻䜽䝃（䝃䝖䜲䝰⛉）䜢ྵ䜐Ỉ
生᳜≀䛾ศᕸㄪᰝ䛚䜘䜃ᶆᮏㄪᰝ

2019㻛6㻛6 2019㻛6㻛11 ᇶᖿⓗ⤒㈝

㒓 ᫭ 䝗䜲䝒䚸䝏䜵䝁 䝶䞊䝻䝑䝟⨾⾡◊ಟ学生ᘬ⋡䚸⨾⾡㤋༤≀㤋ㄪᰝ 2019㻛11㻛24 2019㻛12㻛5 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ᅵ బ ᖾ Ꮚ 䜸䝷䞁䝎
ୡ⏺ᤵᴗ◊✲学఍（㼃㻭㻸㻿㻕䛻ཧຍ䛧ㄽᩥⓎ⾲䜢⾜
䛖

2019㻛9㻛2 2109㻛9㻛8 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠞㻕

෸教ᤵ ୍ ᰗ ᬛ ⣖ 䜸䝷䞁䝎 㼃㻭㻸㻿2019㻌㼏㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑䜈䛾ཧຍ䚸Ⓨ⾲ 2019㻛9㻛1 2019㻛9㻛8
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
௦⾲䠖ᆏᮏ⠜ྐ

෸教ᤵ ⏣ 中 ဏ Ꮚ 䝇䝨䜲䞁

8᭶3㻙4᪥㻌⛉◊（㢦䞉㌟య学）㡿ᇦ఍㆟䛻ཧຍ䛧䚸◊
✲Ⓨ⾲（ᮾ኱㥖ሙ䜻䝱䞁䝟䝇）䚸8᭶5㻙9᪥䝥䝷䝗⨾⾡
㤋䚸⪃ྂ学༤≀㤋等（䝇䝨䜲䞁䚸䝬䝗䝸䞊䝗）䛻䛶స
ရㄪᰝ䚹

2019㻛8㻛3 2019㻛8㻛11 ⛉◊㈝

෸教ᤵ ῰ ㇂ ᚭ 中ᅜ
␗ᩥ໬㛫䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ຊ䛾᳨ウཬ䜃᪥ᮏ♫఍
⛉教育学఍䛾ᤵᴗ◊✲஺ὶ

2019㻛9㻛10 2019㻛9㻛15
♫఍㐺ᛂຊேᮦ育ᡂ
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠇

特௵教ᤵ ኱ ᶫ ⱥ ႐ 中ᅜ
␗ᩥ໬㛫䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ຊ䛾᳨ウཬ䜃᪥ᮏ♫఍
⛉教育学఍䛾ᤵᴗ◊✲஺ὶ

2019㻛9㻛10 2019㻛9㻛15
♫఍㐺ᛂຊேᮦ育ᡂ
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠇

− 39 −



⫋　名 Ặ　　名 Ώ⯟ඛᅜ ୺䛯䜛⏝ົ ฟⓎ᪥ ᖐ╔᪥ ㈝⏝䛾ฟᡤ

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ 教⫋኱学㝔䛻ಀ䜛◊✲ㄪᰝ 2020㻛2㻛7 2020㻛2㻛12
⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕ศᢸ
௦⾲䠖┦ᗞ࿴ᙪ

෸教ᤵ 㞼 ᑿ ࿘ 中ᅜ
໭ிᖌ⠊኱学ᐇ㦂小学஺ὶ༠定⥾⤖ཬ䜃⛉◊఍
㆟

2020㻛1㻛11 2020㻛1㻛13 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ㊊ ❧ ᖾ Ꮚ 䝕䞁䝬䞊䜽
➨䠎１ᅇ䝶䞊䝻䝑䝟䝸䝔䝷䝅䞊኱఍（㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼚
㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥）䜈䛾ཧຍཬ䜃◊✲ᡴ䛱合䜟䛫

2019㻛8㻛1 2019㻛8㻛9 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

教ᤵ బ ⸨ ு ୍ 䝇䝨䜲䞁
2019㟁☢Ẽ学䛾Ⓨᒎⓗᛂ⏝䛻㛵䛩䜛ᅜ㝿఍㆟䛻
ฟᖍ䛩䜛䛯䜑

2019㻛9㻛7 2019㻛9㻛16 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠞㻕

ᶫ ᮏ ᣅ ஓ 㡑ᅜ
㻵㻯㻿㻭㻺㻱2019䛻ཧຍ䛧䚸◊✲Ⓨ⾲䛚䜘䜃㈨ᩱ収㞟䛾
⿵ຓ䜢⾜䛖䚹

2019㻛10㻛30 2019㻛11㻛2 ᇶᖿⓗ⤒㈝

෸教ᤵ ⏣ 中 ဏ Ꮚ 䜶䝆䝥䝖
⛉◊㈝ᇶ┙㻭䛂䝟䝹䝔䝜䞁᙮้◊✲䛃（ศᢸ⪅）䛾䛯
䜑䛾ㄪᰝ

2019㻛9㻛1 2019㻛9㻛10

෸教ᤵ 中 ᓥ ఙ Ꮚ 䜼䝸䝅䝱
㻱㼡㼞㼛㼜㼑㼍㼚㻌㼏㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼚㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㼍㼘
㻼㼟㼥㼏㼔㼛㼘㼛㼓㼥ฟᖍ

2019㻛8㻛28 2019㻛9㻛2 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠟㻕

㼆㻴㼁 㻳㼁㻭㻺㻴㼁㻭
（ 䡸 䡩 䡲 䢙 䡲 ）

中ᅜ 中ᅜ኱学生䛻䛚䛡䜛೺ᗣ教育ㄪᰝ䛾䛯䜑 2019㻛8㻛26 2019㻛9㻛17 ᇶᖿⓗ⤒㈝

教ᤵ ᅵ బ ᖾ Ꮚ 䜰䝯䝸䜹 ≀⌮教育◊✲⪅䛾㻱㼠㼗㼕㼚㼍教ᤵ䛾ㅮ⩏䛾ཧほ䛸༠㆟ 2020㻛3㻛1 2020㻛3㻛5 ⛉◊㈝㻔ᇶ┙䠞㻕
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⑴　特色ある活動
　①　初等教育研究の推進
　附属新潟小学校では，初等教育全般にわたり，その理論と実践について研究を深めている。さ
らに，複式学級における学習指導の在り方を研究している。
　令和元年度は昨年度に引き続き，研究主題「豊かに考える子どもを育む教育課程の実現」の下，
新学習指導要領の方向性を実現しようと，教育課程のカリキュラム・マネジメント研究を推進し
た。並行して，指定研究授業，拡大部内研究授業やオータム研，ＧＡＴＡ-ＫＥＮにおける授業公
開，初等教育研究会における授業公開等，教育研究を全教科等について推進している。
　その成果は，全国各地から1500名を越える参加者が集う２月開催の初等教育研究会において公
開している。「年間指導計画の各教科や学年の連動システムの確立」，「パフォーマンスを資質・
能力に応じて評価軸を設定して見取る方法」，ICTを含む「ツール活用能力の育成」や「学級力」は，
附属新潟小学校が全国に先駆けて発信しているもので，各学校においても活用されている。また，
「研究紀要第77集　豊かに考える子どもを育む教育課程の実現」，研究誌「授業の研究（N-port）」
等において公表し，地域をはじめ県内外の多くの学校に還元している。

　②　教育実習生の受入と指導
　新潟大学教育学部学生の教育実習を指導し，次代を担う教育者の育成を行うことも当校の使命
の一つである。令和元年度の受入は次のとおりであった。
ａ．入門教育実習（１年生16名，５月と10月）
ｂ．観察参加実習（２年生68名，９月２日～６日）
ｃ．�春期教育実習（新潟大学教育学部３・４年生　33名，別科生　３名，新潟医療福祉大学３名，
県立大学１名　６月３日～�14日）

ｄ．�秋期教育実習（新潟大学教育学部３年生　30名，別科生　１名，教職大学院　１名，新潟薬
科大学２名　10月21日～�11月１日）

　上記のような教育実習の事前事後指導において，大学教員と連携して，大学の授業コマ
数約20コマ担当。その他，教員養成に関わって，令和元年度は，教科等の授業づくりや学
級経営の授業の講師として授業を行っている。

　③　新潟小学校・新潟中学校・特別支援学校三校の教育理念に基づく取組
　小学校，中学校，特別支援学校と次のような交流活動を行っている。
　・ペアシステムによる小学校低，中，高学年複式学級と特別支援学校小学部との交流活動
　・小，中の教職員が合同で職員研修会を実施
　・特別支援学校の高等部の生徒による校内環境整備の実施
　・特別支援学校の高等部の生徒による研究会における飲み物提供

　④　食に関する指導等，健康教育に関する取組
・特別活動等の時間や給食の時間等を活用し，栄養教諭による食に関する指導を実施した。
　�また，食に関する教科等横断的な学習単元を開発した。さらに，初等教育研究会において栄養
教諭による授業を公開し，研究協議会を開催した。
・児童会，給食委員会活動を活用し，給食時間を充実するための取組を行った。

　⑤　学びを生かした子どもの主な活躍
・新潟県競書大会，新潟県書初大会，新大全国書初大会など各種大会入賞多数

7．附属施設の活動
　7.1　附属新潟小学校
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・新潟県課題図書読書感想文コンクール入賞者多数
・新潟市児童・生徒科学研究発表会発表者多数
・新潟市小・中学校理科作品展優秀賞受賞　他入賞者多数
・ジュニア展，第14回新潟教育アート展など入賞者多数
・新潟市陸上競技記録会入賞者多数

　⑥　その他
・教員免許状更新講習会の実施
・県内外公立学校及び研究団体への職員派遣
・教員研修，県内外の教育委員会，学校の視察の受入

⑵　研究会，講演会の開催
　①　令和元年度初等教育研究会
ａ．日　時　令和２年２月６日（木）・７日（金）
ｂ．会　場　附属新潟小学校
ｃ．テーマ　「豊かに考える子どもを育む教育課程の実現　－３年次研究－」
ｄ．内　容　公開授業・全体会・シェアリングタイム・ワークショップ・講演会
　　　　　　フォーラム１「附属式学級力」
　　　　　　フォーラム２「思考ツール×ICT」
　　　　　　フォーラム３「保育・食育」
　　　　　　フォーラム４「学習評価」
　　　　　　フォーラム５「指導スキル」
　　　　　　フォーラム６「異学年合同学習」
　　　　　　講演会　講師　京都大学大学院　教育学研究所　教授　西岡�加名惠　様
ｅ．参加者　学部教員，県・市教育委員会指導主事，県内県外の教員等，約2000名

⑶　研究報告等
　①　紀要・研究誌等
ａ．『研究紀要　第77集�豊かに考える子どもを育む教育課程の実現』
ｂ．『授業の研究（Ｎ－port）』（第200号：年１回発行）
　　テーマ「資質・能力の発揮，自覚を繰り返す学習場面の重点化」
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⑴　特色ある教育活動
　①　新潟地区附属三校総括目標を具現化するための取組
　　 　実践研究「豊かな対話を求め，確かな学びに向かう生徒を育む授業」の推進
　　ア　研究の内容 
　　　�　文部科学省「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アクティブ・

ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進」の指定事業として，「主体的・対話
的で深い学び」を視点にした授業改善のために，以下の３点を研究課題として設定した。

　　　①��　「確かな学びを促す３つの重点」を基に資質・能力を育成することを目標とした授業改善
の推進

　　　②　生徒が身に付けた資質・能力の高まりをより実感できる評価方法の工夫
　　　③�　生徒が教科等横断的に自分の生き方に必要な資質・能力として実感できるカリキュラムづ

くりの推進
　　　�　研究課題①～③を踏まて，実践地域および拠点校・新潟大学教育学部附属新潟中学校（以

下，附属新潟中学校と表記）において取り組む３年次研究の概要は以下の通りである。
　　　①に関して
　　　　・　育成する資質・能力の明確化，コンピテンシーの育成
　　　　・　�全教科で「確かな学びを促す３つの重点」を基に，資質・能力が高まった生徒とそのた

めに有効な働き掛けを明らかにすること。
　　　�　今年度は，「学びの再構成を促す工夫」と「コンピテンシーの育成」に重点を置いて研究を

推進した。「学びの再構成」とは「生徒が単元・題材で中心となる対象に関する知識及び技能
を，様々な事象・現象など（実生活につながる要素となるもの）を通してとらえ直し，相互に
関連付け，構造化していくこと」と定義した。「学びの再構成を促す工夫」は，生徒の連続し
た学びのプロセスに合わせ，「学びの再構成を講じる前」「学びの再構成を講じた時」「学び
の再構成を講じた後」の３つに分けて，働き掛けを構想した。「学びの再構成を促す工夫」を
手だてとして講じることにより，生徒は知識及び技能を，様々な事象・現象等を通してとらえ
なおすことで，資質・能力を一体的に活用・発揮し，知識及び技能の概念化や習熟化が図ら
れ，コンピテンシーを表出させる。なお，コンピテンシーはOECD� �Learning　Framework�
2030で示されている「Knowledge（知識）」「Skill（スキル）」「Attitudes&Values（態度・
価値観）」を包括した概念であり，具体として，新たな価値を創造する力，対立やジレンマを
克服する力，責任ある行動をとる力である。

　　　②に関して
　　　　・�　「学習としての評価」を前提に，生徒のメタ認知を高める評価方法の開発（主としてプ

ログレスカードの活用）
　　　③に関して
　　　　・�総合的な学習の時間の工夫
　　　　　→　生徒の学びを統合する「生き方探究・創生探究」の時間の設定
　　　　　→　体験的活動と学びのメタ認知を往還させる探究活動の設定
　　　④その他－研究の連携強化の工夫
　　　　・　全職員が参加する全体研究を軸とした校内研究体制の充実

　7.2　附属新潟中学校
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　　　　・�　研究者（京都大学大学院・石井英真氏，東洋大学・後藤顕一氏，國學院大學・寺本貴啓
氏，新潟大学教職大学院・一柳智紀氏）との連携を図り，先進的な知見からの実践研究の
推進

　　　　・�　県内大学（新潟大学が主），市内・県内の行政機関，市内・県内の公立中学校との共同
研究の推進

　　　　・�　教育研究発表会，春の公開授業研修を軸に県内，市内に広く研究成果の発信をする研究
会の実施

　　　　・　実践協議会を年間２回開催し，指導者の方から本事業の指導を受ける。
　　　　・�　資質・能力の測定のための外部評価（ベネッセコーポレーション・GPS-Academic）の

活用
　　イ　成果と課題
　　　○�成果
　　　　今年度，「学びの再構成を促す工夫」を主たる手だてとして取り組んだことによって，
　　　　・�　生徒が新たな視点を基に，知識及び技能を意識的に関連付けながら課題解決を図ること

につながった。
　　　　・�　「学びの再構成を促す工夫」を手だてとして講じることにより，コンピテンシー（新た

な価値を創造する力，対立やジレンマを克服する力，責任ある行動をとる力）を表出する
ことができた。

　　　　・�　生徒アンケートとGPS-Academicで高い数値が測定され，批判的思考力，協働的思考
力，創造的思考力が育成されていることがわかった。

　　　○�課題
　　　　・�　知識及び技能に関して，生徒が教科等の学習が直接的に実生活に役立っているという実

感をもてていない。今後，私たちが取り組むべきことは，生徒が教科等の学習を通して，
社会に貢献する態度，自己肯定感などを実感しながら，これからの社会で必要な資質・能
力を身に付ける必要がある。

　　　　・�　人間性に関して，自分の弱みに目が向き，自己肯定感が低い生徒がいることがわかっ
た。今後は，他者とのかかわりや教科等の授業の枠を越え，生徒が自ら学んだことが社会
に貢献したり，集団に必要なものとして受け入れたりするなどの経験によって，生徒の学
びに向かう力を涵養する必要がある。

　②　学部・教職大学院と連携した活動
　　a.　学校インターンシップの受け入れ
　　　今年度は実施しなかった。
　　b.　学部・教職大学院教員および学生との共同研究
　　　新潟大学教職大学院生を５名受け入れた。
　　c.　研究会等における学部・教職大学院教員との連携の強化
　　　ア，�春の授業研究会では，協議会において，12名の教育学部・教職大学院教員からご指導をい

ただいた。
　　　イ，�秋の授業研究会では，協議会において，12名の教育学部・教職大学院教員からご指導をい

− 44 −



ただいた。
　　d.　学生によるボランティア
　　　学習：　今年度は実施しなかった。
　　　保健室：�保健室の業務を円滑に進めるために，医学部保健学科より８名の保健室ボランティア

が，年間18回，活動した。

　③　危機管理に関する活動（小中合同避難訓練の実施）
　　・　11月21日（木）に，附属新潟小学校，附属特別支援学校と合同で，避難訓練を実施した。

⑵　教育実習
　①　期日，受入人数
　　a.　春季教育実習　　　６月３日（月）～６月21日（金）　　23人
　　b.　２年次観察実習　　９月２日（月）～９月６日（金）　　46人
　　c.　秋季教育実習　　　10月21日（月）～11月１日（金）　　20人
　　d.　１年次入門実習　　年間３回合計３日間　　　　　　　　13人

　②　特色ある実習内容
　　a.�　春季教育実習，秋季教育実習において，道徳の指導案を作成し，学級ごとに検討・修正した

ものを基に授業を行った。
　　b.�　２年次観察実習において，同一敷地内にある附属新潟小学校の授業を参観する機会をもっ

た。

⑶　研究会，講演会等の実施
　①　授業研究会　　（会場：附属新潟中学校）
　　（研究主題「豊かな対話を求め，確かな学びに向かう生徒を育む授業」）
　　a.�　５月～７月（各教科・領域で日時を設定）に，国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健

体育，技術・家庭，英語，特別活動，道徳，総合的な学習の時間の各教科・領域において，授
業研究を行い，教育学部・教職大学院教員，行政関係者から，ご指導いただいた。また，公立
校・私立校の教員も授業を参観し，協議会に参加した。

　　b.�　９月10日（火）に，国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭，英語，
特別活動，道徳，総合的な学習の時間の各教科・領域において，教育学部・教職大学院教員，
行政関係者，公立校の教員とともに，中学校教育研究発表会に向けて，授業案の検討を行っ
た。

　②　令和元度中学校教育研究発表会　（会場：附属新潟中学校）
　　（研究主題「豊かな対話を求め，確かな学びに向かう生徒を育む授業」）
　　a.　期　日　　10月18日（金）
　　b.　内　容　　�授業公開（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，英語，特別

活動，道徳，総合的な学習の時間），授業協議会
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　　c.　参会者　　教育学部・教職大学院教員，行政関係者（県・市教育委員会指導主事），
　　　　　　　　�県内外教員・学生　　他　　　　　　　　　　　　　　　合計556人

　③　その他
　��a.��中学校免許外教科担当者研修協力校
　　　ア，期　日　　５月22日（水）
　　　イ，参加者　　新潟市立中学校免許外担当者（12名）
　　　ウ，内　容　授業公開（国語，社会，数学，理科，保健体育，技術，英語），協議会
　　b.　初任者研修授業研修協力校
　　　ア，期　日　　６月11日（火）
　　　イ，参加者　　下越教育事務所管内初任者（中学校28人，特別支援学校２人）
　　　　　　　　　　下越教育事務所指導主事，当校職員
　　　ウ，内　容　　授業公開（各教科，道徳），協議会，講話
　　c.　学校視察の受け入れ
　　　・　群馬県総合教育センター　　　　　２名　　　９月�19日（木）
　　　・　八戸市立根城中学校　　　　　　　１名　　　10月15日（火）～18日（金）
　　　・　広島県教育委員会　　　　　　　　１名　　　11月６日（水）
　　　・　福島市教育委員会　　　　　　　　６名　　　11月26日（火）
　　　・　静岡大学教育学部附属静岡中学校　１名　　　11月29日（金）

⑷　研究報告等
　①　研究誌
　　研究紀要第61集・教育実践集

　②　研究成果の発信
　　a.�　文部科学省指定校事業「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アク

ティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進」・実践協議会（７月）
　　b.�　文部科学省指定校事業「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アク

ティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進」，「学習評価講演会（講
師：京都大学大学院教育学研究科　准教授　石井　英真　様）（12月）

　　c.�� �文部科学省指定校事業「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アク
ティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進」，実践協議会（１月）

　　d.�� �文部科学省指定校事業「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アク
ティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進」，２年次報告書（３月）
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１．特色ある活動
⑴　連携・交流活動
【新潟地区附属三校等交流活動】
　　・附属新潟小学校ミュージアム作品参加（行事交流）
　　・小集団グループによる授業交流：
　　・小学部１，２年生児童と附属新潟小学校低学年複式学級児童（授業交流）
　　　小学部３，４年生児童と附属新潟小学校中学年複式学級　
　　　小学部５，６年生児童と附属新潟小学校高学年複式学級　
　　　中学部生徒と附属新潟中学校１年生徒（授業交流）
　　・小学部５，６年生児童と新潟市立新潟小学校特別支援学級児童（授業交流）
【発達障害児教育】
　　・新潟市内小・中学校への支援会議の参加　約80回
【学部・大学院との連携活動】
　　・当校教員が講師として学部講義への参加：教育実習事前指導７回，延べ７人
　　・教員免許状更新講習に，管理職のほかにゲストスピーカーとして教諭１人参加
　　・大学院の教員養成実地指導講師として校長他，職員参加
　　・�行事等の学生ボランティアの参加：運動会，特別支援教育研究会，すなやま祭，学部・学級行

事
【学生との連携・交流活動】
　　・��中，高等部保護者有志と学生ボランティアが運営する放課後活動（すなやまクラブ）への支

援，会場提供：月１回程度開催
　　・��保護者有志が教育学部学生や院生と連携して運営する放課後活動（アフタースクール）への支

援，会場提供：月３回程度実施，研究会，すなやま祭での発表と作品展示
【地域との連携・交流活動】
　　・医学祭作品展示
【卒業生との交流活動】
　　・第１回すなやま会（同窓会）の開催。高等部行事「卒業生を囲む会」を併せて設定。
　　　（９月14日開催。高等部生徒22，卒業生69，卒業生保護者21，旧職員７人，現職員29人参加）
　　・第２回すなやま会の開催。
　　　学校行事（すなやま祭）開催日に併せて設定
　　　（１月25日開催。卒業生71人，卒業生保護者22人参加）
【新潟市との連携】
　　・放課後支援事業ぽっぷこーんクラブ（すなやまの家を会場に提供）
　　　延べ約2，900人利用

⑵　特別支援教育のセンターとしての地域貢献
【発達障害通級指導教室の開設】
　　・通級指導教室：新潟市内小・中学生が週１回定期支援
　　・教育相談：不定期は多数
【教育相談・支援活動】
　○研究会・研修会講師等
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　　・新潟市初任研講師　　　　　　　　　水谷　武
　　・県立教育センター研修会講師　　　　横田　大輔
　　・県初任者研修講師　　　　　　　　　齋藤　文一

⑶　実習生・研修生の受け入れ
【学　部】
　　・入門教育実習生の受入：１年生13人（５月25日，９月10日，11月７日）
　　・教育実習生の受入（春期：22人　秋期：26人）
　　・養護教諭特別別科１日観察参加実習：46人（11月８日）
　　・介護等体験生の受入（年間10回，合計202人）
【下　越】
　　・教員研修の受入　初任者研修学校参観（６月25日）
【新潟市】
　　・教員研修の受入　初任者研修学校参観（５月８日）

⑷　学校行事等
【学校行事】
　　・運動会
　　・すなやま祭（学習発表会）
　　・職場実習等（高等部：時期や個人に応じて年間を通して設定，）
　　・修学旅行（中学部３年生：東京方面　高等部３年生：名古屋方面）
　　・校内宿泊学習（全学部実施「すなやまの家」に宿泊）
　　・親子マリンピア遠足（小学部ＰＴＡ）
　　・親子陶芸体験（中学部ＰＴＡ）-
　　・スキーそり教室（中学部），　※小学部，高等部は小雪のため中止
　　・卒業生を送る会（全学部）
【ＰＴＡ保護者関係】
　　・小･中・特別支援学校ＰＴＡ指導者研修会参加
　　・新潟地区特別支援学校知的障害教育校７校ＰＴＡ懇談会参加
　　・全附連北信越地区研修会長岡大会特別支援学校部会参加
【学校評議員会】
　　・学校評議員会・学校関係者評価委員会の開催　年間３回

２　研究会等の開催
　研究会
　・第42回特別支援教育研究会（11月29日30日開催）
　　　　研究主題：�今を，豊かに生きる子供－資質・能力を育成する「やりがい」のある授業づく

り—
（第１年次）
　　　　参加者数：650名
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⑴　特色ある活動

　①　幼小中一貫教育カリキュラムを踏まえた幼児教育研究の推進

　　�　平成29年度から，文部科学省研究開発指定を受け，新領域「いのち」を中心とした教科・領域
横断型の幼小中一貫カリキュラムの研究開発に取り組んでいる。

　　�　幼稚園としては，12か年一貫教育における幼児教育について，「心を動かしながら，主体的に
環境に働きかけて楽しむ遊び」を目指している。目指す遊びを見取る視点として，「願い」「思
考」「対話」「繰り返し」「没頭」の５つの様相と，これらの様相と密接にかかわる心の動きで
ある「感情」を位置づけている。子ども一人一人がそのような遊びに浸っていくためには，教師
がその子を人間として理解しようとし，発達や内面をとらえ，支援していくことが何より重要で
ある。多面的で継続的な子供理解を土台に，遊びに向かう子供の思いや願いを丁寧に受け止めて
支援を行うことにより，資質・能力をはぐくみ，求める子供の姿の具現を目指している。

　②　教育実習生等の受け入れと指導

　　　新潟大学教育学部の教育実習生を受け入れ，次代を担う幼稚園教員を育成する。　
　　　＜今年度の受け入れ状況＞
　　　　a　入門教育実習　　　　　（28名）
　　　　b　春期教育実習　　　　　（１名）
　　　　c　観察参加実習　　　　　（63名）
　　　　d　秋期教育実習　　　　　（１名）
　　　　e　健康観察実習　　　　　（48名）
　　　　e　他大学の教育実習　　　（２名）
　③　連携理念に基づく教育活動の推進

　　�　附属長岡校園は同一敷地内に幼稚園・小学校・中学校があり，全て廊下でつながっている。こ
の立地条件を生かし，幼小中の一貫教育を行っている。

　　　行事では，「幼・小・中合同大運動会」や「校園合同避難訓練」を行っている。
　　　a　幼児と児童の遊びの交流(自由交流日)
　　　b　観客型連携による相互訪問　
　　　c　中学生の保育参観，遊びの紹介
　　　d　園児の小学１・２年生との交流活動
　　　e　研究授業・保育の相互参観
　　　f　授業・保育交流
　④　大学との連携

　　　a　教職大学院「発達理解の理論と実践」の講師　� 教諭　長谷川　宏之
　　　b　中島伸子准教授の授業における保育参観の講師� 教諭　名塚　裕子
　　　c　教職サポートセンターでの講座� 教諭　長谷川　宏之　　教諭　青栁　直也
　　　d　共同研究
　　　・　教諭　名塚　裕子（足立幸子准教授と）
　　　・　教諭　長谷川　宏之（高橋桂子教授：実践女子大学，笠井直美教授らと）
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　　　・　教諭　青栁　直也　（中島伸子准教授と）
　　　・　養護教諭　西山　寛子（笠井直美教授と）
　⑤　教育機関との連携

　　　a　県教育委員会への協力
　　　　　・新潟県幼稚園初任者研修講師　　　教諭　名塚　裕子　　教諭　青栁　直也
　　　　　・新潟県幼稚園等新規採用教員研修会会場園（17名）
　　　ｂ　市教育委員会への協力
　　　　　・三条市教育委員会主催子育て支援課主催「保育者実践力向上研修会」指導者　
� 教諭　名塚　裕子　　教諭　長谷川　宏之
　　　　　・佐渡市教育委員会総合教育センター主催「保幼小連絡研修会」指導者
� 園長　髙橋　喜一郎　　教諭　長谷川　宏之
　　　　　・長岡市教育委員会保育課主催「保育園・幼稚園研修会」
� 教諭　長谷川　宏之　教諭　名塚　裕子
　　　ｃ　公立学校等への協力
　　　　　・阪之上小学校校内研修指導　
� 教諭　名塚　裕子　教諭　長谷川　宏之　教諭　青栁　直也
　⑥　中国との交流

　　〇　北京師範大学南奥実験学校等視察
　　　・10月18日～23日　教諭　名塚　裕子　参加
　　　　公開保育，研修交流

⑵　研究会，講演会の開催

　①　令和元年度教育研究協議会

　　a　開催日　令和元年９月19日幼・小・中合同教育研究協議会
　　b　会　場　附属長岡校園各教室・保育室・体育館等
　　c　内　容　�研究主題にもとづく保育を公開し，全体発表，協議会をもつ。その後，二つの講演

会を開催する。
　　　〈講演会①　於　附属長岡中学校体育館〉　
　　　　講師　国士舘大学　体育学部こどもスポーツ教育学科　教授　澤井　陽介　様
　　　　演題　「主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改善」
　　　〈講演会②　於　附属長岡小学校体育館〉　　
　　　　講師　東京大学大学院教育学研究科　教授　遠藤　利彦　様
　　　　演題　「子ども期におけるアタッチメントと非認知的な心の発達」
　　　　※　講演会①②は，同時開催。参会者が選択して聴取。
　②　幼児教育研修会「保育のとびら」

　　a　第１回　５月15日（参加者102名）公開保育，情報交換，
　　　　　講演（新潟大学教職大学院　中島伸子准教授）
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　　b　第２回　�７月４日（参加者40名）講話・造形ワークショップ（新潟大学教育学部　柳沼宏寿
教授）

　　c　第３回　�11月８日（70名）公開保育，情報交換，講演（新潟大学教職大学院　中島伸子准教
授）

　③　保護者を対象とした講演会「にこにこ子育てハッピー講座」

　　a　第３回　７月10日（参加者18名）講師　新潟大学教職大学院　准教授　中島　伸子　様
　　b　第４回　11月１日（参加者30名）講師　子育てカウンセラー　小柳　信子　様
　　c　第５回　２月13日（参加者15名）講師　新潟大学教育学部　准教授　足立　幸子　様
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⑴　特色ある活動 
　①　初等教育研究の推進
　平成29年度から４年間，文部科学省研究開発学校指定を継続して受けた。研究開発課題は，
「知識や情報等を結び付け，多様な「生命」のつながりを発展させたり，「生命」の基盤となる
「安全」な社会を実現したりする資質や能力をはぐくむための，新領域『いのち』を中心とした
各教科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの研究開発」である。
�　主な研究の内容は，次のとおりである。
ア�　認知的・社会的・実践的資質・能力をはぐくむために，新領域「いのち」を中心とした各教
科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの開発。
イ�　新領域「いのち」の学習内容を「生命」とその基盤である「安全」とし，幼小中12年間を貫
いた系統的な学習内容の整備。����������������������������������������������
　これらのことを課題として研究を進め，第３年次は，９月18日の教育研究協議会で研究成果を
発表した。また，年間を通して，継続的に授業研究を行いカリキュラム改善につなげるととも
に，幼小接続部会を開催して一貫カリキュラムの見直しを行った。

　②　教育実習生の受け入れと指導
ａ　入門教育実習（サマースクール）�� 　　（１年生　11名　６月20日～６月21日）
ｂ　観察参加実習　　　　　　　　　　� 　�（２年生　68名　９月２日～９月６日）
ｃ　春期教育実習　　�　　　　� （３・４年生及び別科生　25名　６月３日～６月14日）
ｄ　秋期教育実習　　�　� （３・４年生及び別科生　24名　10月21日～11月１日）

　③　連携理念に基づく教育活動
ａ　長岡地区３校園による学校行事等の連携
　�　長岡地区３校園の連携教育活動のシンボル的行事として取り組んできた「幼・小・中合同大
運動会」を継続するとともに，火災や地震を想定した合同避難訓練を年２回実施している。こ
うした行事連携にとどまることなく，日々の教育活動における連携強化も図っている。
　
ｂ　学部生による指導補助
　�　４・５・６年児童が体育科の学生２名から４回にわたって体操の指導を受け，成果を12月７
日の「体操発表会」（主催：新潟県体操研究会　新潟市鳥屋野総合体育館）で披露した。

１年 図画工作科 ４年 「いのち」 ５年 家庭科

��� 㝃ᒓ㛗ᒸᑠ学ᰯ 

㸦㸯㸧≉Ⰽ࠶るάື 

    ձ ᩍ⫱研究の᥎㐍 

ᖹ成㸰９年度から㸲年㛫，文部科学省研究開発学校指定を⥅続して受けた。研究開発課題は，

「知識や᝟ሗ等を結び付け，ከ様な「生命」のつながりを発ᒎさせたり，「生命」の基盤となる「安

全」な社会を実現したりする資質や能力をはぐくむための，新領域ࠗいのち࠘を中心とした各教

科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの研究開発」である。 
    主な研究の内容は，次のとおりである。 

認知的・社会的・実践的資質・能力をはぐくむために，新領域「いのち」を中心とした各教 ࢔

科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの開発。 
新領域「いのち」の学習内容を「生命」とその基盤である「安全」とし，幼小中１㸰年㛫を ࢖

貫いた⣔統的な学習内容の整ഛ。                                               
 これらのことを課題として研究を㐍め，➨㸱年次は，９月１㸶日の教育研究協議会で研究成果

を発⾲した。また，年㛫を通して，⥅続的に授業研究を行いカリキュラムᨵၿにつなࡆるとと

もに，幼小᥋続部会を開催して一貫カリキュラムの見┤しを行った。 

 
  ղ ᩍ⫱ᐇ⩦⏕のཷࡅධれとᣦᑟ 

   㹟 ධ㛛教育実習（࣮࣐ࢧスク࣮ル）   （１年生１１ྡ  ６月㸰㸮日㹼 ６月㸰１日） 
    㹠 ほ察ཧຍ実習            （㸰年生６㸶ྡ  ９月 㸰日㹼 ９月 ６日） 

   㹡 ᫓ᮇ教育実習    （㸱・㸲年生及びู科生 㸰㸳ྡ  ６月 㸱日㹼 ６月１㸲日） 
   㹢 ⛅ᮇ教育実習    （㸱・㸲年生及びู科生 㸰㸲ྡ １㸮月㸰１日㹼１１月 １日） 
 
    ճ 㐃ᦠ⌮ᛕにᇶ࡙ࡃᩍ⫱άື 

   a 長岡ᆅ༊㸱校園による学校行事等の連ᦠ 
      長岡ᆅ༊㸱校園の連ᦠ教育活動のࢩン࣎ル的行事としてྲྀり組んできた「幼・小・中合ྠ大

㐠動会」を⥅続するとともに，ⅆ⅏やᆅ㟈を᝿定した合ྠ㑊㞴カ⦎を年㸰ᅇ実᪋している。こ

うした行事連ᦠにとどまることなく，日ࠎの教育活動における連ᦠ強化も図っている。 
  
      E 学部生による指ᑟ⿵ຓ 

          㸲・㸳・６年ඣ❺が体育科の学生㸰ྡから㸲ᅇにࢃたって体᧯の指ᑟを受け，成果を１㸰月 
７日の「体᧯発⾲会」（主催㸸新₲┴体᧯研究会 新₲ᕷ㫽ᒇ㔝⥲合体育㤋）でᢨ㟢した。

  
 
 
 
 
 
 

１ᖺ㻌ᅗ⏬ᕤస⛉㻌 ５ᖺ㻌ᐙᗞ⛉㻌４ᖺ㻌 䛂䛔䛾䛱䛃㻌
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ｃ　５年生の親子大学訪問
　�　６月10日（月），大学の協力を得て，キャリア教育の一環として実施し，他学部で講義を受
けた。（教育学部，理学部，工学部，農学部，災害復興科学研究所）
　　保護者の参加率が非常に高く，毎年参加者から好評を得ている。

　
　④　大学との連携 
ａ　教育実習事前指導　　　　　　　　　　　教諭�倉石　智幸
ｂ　社会科教育法（初等）　　　　　　　　　教諭�倉石　智幸
ｃ　大学実地指導　家庭科教育法Ｂ（初等）　教諭　関　慎太郎
ｄ　教育実習事後指導　　　　　　　　　　　教諭�畠山　明大　���主幹教諭�酒井　哲央
ｅ　免許状更新講習会の指導者・ゲストスピーカー　校長�松井　謙太���主幹教諭　酒井　哲央
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教諭　平野　秀穂
ｆ　コアカキャリキュラムＧＷ　　　　　　　教諭　畠山　明大
ｇ　教員養成実地指導　　　　　　　　　　　養護教諭　韮澤千奈美
ｈ　教職大学院　教育フォーラム　　　　　　教諭　関　慎太郎
ｉ　大学院授業　　　　　　　　　　　　　　主幹教諭　酒井　哲央　教諭　畠山　明大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　倉石　智幸
ｊ　すぐに使える！「13の講座」　　　　　　教諭　瀬下　圭太郎　主幹教諭　酒井　哲央
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　畠山　明大　教諭　清野　�諒

⑤　教育機関への協力
ａ　文部科学省・県教育委員会等への協力
　・小・中学校の初任者研修協力校として，提案授業及び授業協議会を開催した。
　（６月：道徳科・算数科�小学校初任者23名，特別支援学校初任者２名
　　10月：算数科・保健教育�養護教諭初任者15名）
ｂ　長岡市教育委員会・見附市教育委員会・三条市教育委員会への協力
　・�長岡市教育委員会の市内現職教員の研修を目的とした「教員サポート錬成塾」の事業に協力
した。（国語科，算数科，理科，体育科，音楽科）

　・�教育学部と長岡市教育委員会との協定に基づき，長岡市教育センター主催の研修講座に講師
として協力した。（算数科，道徳科）

　・�見附市教育委員会主催の出前研修講座の講師として協力した。（国語科，算数科，総合的な
学習の時間）

新潟大学の様々な施設を訪問新₲኱学の様ࠎな᪋タをゼၥ 

      F 㸳年生のぶ子大学ゼ問 
     ６月１㸮日（月），大学の協力を得て，キࣕリ࢔教育の一⎔として実᪋し，௚学部でㅮ義を

受けた。（教育学部，理学部，工学部，㎰学部，⅏ᐖ᚟⯆科学研究ᡤ） 
ಖㆤ⪅のཧຍ⋡が㠀ᖖに㧗く，ẖ年ཧຍ⪅からዲ評を得ている。 

  
  մ ኱学との㐃ᦠ  

D 教育実習事๓指ᑟ                   教ㅍ ಴▼ ᬛᖾ 

E 社会科教育法（ึ等）                 教ㅍ ಴▼ ᬛᖾ 

F 大学実ᆅ指ᑟ ᐙᗞ科教育法㹀（ึ等） 教ㅍ 関 ៅኴ㑻 

G 教育実習事ᚋ指ᑟ           教ㅍ ␊ᒣ 明大    主ᖿ教ㅍ 㓇井 ဴኸ 

H චチ≧更新ㅮ習会の指ᑟ⪅・ࢤスࢺス࣮ࣆカ࣮    校長 ᯇ井 ㅬኴ   主ᖿ教ㅍ 㓇井 ဴኸ 

 指ᑟ教ㅍ ᖹ㔝 ⚽✑ 

I コ࢔カキࣕリキュラム㹅㹕        教ㅍ ␊ᒣ 明大 

J 教ဨ㣴成実ᆅ指ᑟ             㣴ㆤ教ㅍ 㡞澤༓ዉ⨾ 

K 教⫋大学㝔 教育࣮࢛ࣇラム      教ㅍ 関 ៅኴ㑻 

L 大学㝔授業              主ᖿ教ㅍ 㓇井 ဴኸ  教ㅍ ␊ᒣ 明大 

教ㅍ ಴▼ ᬛᖾ 

    M すぐに౑える㸟「1� のㅮᗙ」      教ㅍ  ℩下 ᆂኴ㑻 主ᖿ教ㅍ 㓇井 ဴኸ 

                         教ㅍ ␊ᒣ 明大     教ㅍ Ύ㔝  ㄹ 

յ ᩍ⫱ᶵ㛵࡬の༠力 

      㹟 文部科学省・┴教育ጤဨ会等への協力 
・小・中学校のึ௵⪅研ಟ協力校として，ᥦ᱌授業及び授業協議会を開催した。 
  （６月㸸㐨ᚨ科・⟬ᩘ科 小学校ึ௵⪅㸰㸱ྡ，≉ูᨭ᥼学校ึ௵⪅㸰ྡ 

１㸮月㸸⟬ᩘ科・ಖ೺教育 㣴ㆤ教ㅍึ௵⪅１㸳ྡ） 
      㹠 長岡ᕷ教育ጤဨ会・見附ᕷ教育ጤဨ会・୕条ᕷ教育ጤဨ会への協力 

・長岡ᕷ教育ጤဨ会のᕷ内現⫋教ဨの研ಟを目的とした「教ဨࢺ࣮࣏ࢧ㘐成ሿ」の事業に協力

した。（国語科，⟬ᩘ科，理科，体育科，㡢ᴦ科） 
・教育学部と長岡ᕷ教育ጤဨ会との協定に基࡙き，長岡ᕷ教育ࢭン࣮ࢱ主催の研ಟㅮᗙにㅮᖌ

として協力した。（⟬ᩘ科，㐨ᚨ科） 
・見附ᕷ教育ጤဨ会主催の出๓研ಟㅮᗙのㅮᖌとして協力した。（国語科，⟬ᩘ科，⥲合的な

学習の᫬㛫） 
・୕条ᕷ教育ጤဨ会の小中一貫教育᥎㐍ጤဨとして協力した。（小中一貫᥎㐍ጤဨ１ྡ） 

      㹡 公立学校等との連ᦠ 
 校内研ಟ等指ᑟ⪅としてὴ㐵ۑ    

・長岡ᕷ立㜰அୖ小学校校内研ಟ会ㅮᖌ 教ㅍ ℩下 ᆂኴ㑻 

・見附ᕷ立見附小学校校校内研ಟ会ㅮᖌ 教ㅍ ➟ཎ 知明 

・㨶἟ᕷ教育実習振⯆会㐨ᚨ部会➨一研ಟ会ㅮᖌ 教ㅍ ℩下 ᆂኴ㑻 

・十日⏫ᕷ十日⏫༓手小学校校内研ಟㅮᖌ 教ㅍ ➟ཎ 知明 

・十日⏫ᕷ十日⏫ᕝ἞小学校校内研ಟㅮᖌ 教ㅍ ℩下 ᆂኴ㑻 
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　・三条市教育委員会の小中一貫教育推進委員として協力した。（小中一貫推進委員１名）
ｃ　公立学校等との連携
　　○校内研修等指導者として派遣
　・長岡市立阪之上小学校校内研修会講師　教諭　瀬下　圭太郎
　・見附市立見附小学校校校内研修会講師　教諭　笠原　知明
　・魚沼市教育実習振興会道徳部会第一研修会講師　教諭　瀬下　圭太郎
　・十日町市十日町千手小学校校内研修講師　教諭　笠原　知明
　・十日町市十日町川治小学校校内研修講師　教諭　瀬下　圭太郎
　・長岡市立阪之上小学校校内研修会講師　　教諭　平野　秀穂
　・魚沼市立須原小学校校内研修講師　　　　教諭　瀬下圭太郎
ｄ　北陸福祉保育専門学院生徒への授業公開・協議会
　・子ども未来学科・福祉保育学科４年生　５名対象　全12学級授業公開
　・子ども未来学科・福祉保育学科３年生　13名対象　国語科２学級授業公開

　⑥　中国との交流
ａ　北京師範大学南奥実験学校，恵州附属学校等視察　
　・９月18日（金）～23日（水）　教諭�廣野　達也
　・中国での授業公開（理科）
　・北京師範大学珠海分校での講演

�
　⑦　食育の推進
　食に関する個別的な指導に重点を置くともに，学級活動や給食時のミニ講話等の場で食育の推
進を図った。
ａ　食に関する個別的な対応の取組
　・�食への興味を引き出す「パックン通信」（食育に関する質問箱）の運用により，児童をはじ
め保護者への個別指導を行った。

ｂ　栄養教諭による講話等
　・毎日の「食育新聞」の発行（小学校に掲示）
　・学校ホームページブログでの給食献立やレシピの紹介（毎食）
　・学級担任への食育資料提供
　・小学校，幼稚園の給食試食会での保護者への講話
　・教育実習生（別科生）への講話
　・食育標語の募集と表彰

北京師範大学南奥実験学校，恵州附属学校等視察

・長岡ᕷ立㜰அୖ小学校校内研ಟ会ㅮᖌ  教ㅍ ᖹ㔝 ⚽✑ 

・㨶἟ᕷ立㡲ཎ小学校校内研ಟㅮᖌ    教ㅍ ℩下ᆂኴ㑻 

 
㹢 ໭㝣⚟♴ಖ育ᑓ㛛学㝔生ᚐへの授業公開・協議会 

  ・子どもᮍ᮶学科・⚟♴ಖ育学科㸲年生 㸳ྡ対㇟ 全１㸰学⣭授業公開 
  ・子どもᮍ᮶学科・⚟♴ಖ育学科㸱年生１㸱ྡ対㇟ 国語科㸰学⣭授業公開 
ն ୰ᅜとの஺ὶ 

   a ໭ிᖌ⠊大学༡ዟ実㦂学校，ᜨᕞ附属学校等視察  
    ・９月１㸶日（㔠）㹼㸰㸱日（Ỉ） 教ㅍ ᘅ㔝 㐩ஓ 
    ・中国での授業公開（理科） 
    ・໭ிᖌ⠊大学⌔ᾏ分校でのㅮ₇ 
 
 
 
 
 
 
 
  
  շ 㣗⫱の᥎㐍 

     㣗に関するಶู的な指ᑟに㔜点を⨨くともに，学⣭活動や⤥㣗᫬の࣑ࢽㅮ話等の場で㣗育の

᥎㐍を図った。 
   㹟 㣗に関するಶู的な対ᛂのྲྀ組 
    ・㣗への⯆味をᘬき出す「ࢵࣃクン通ಙ」（㣗育に関する質問⟽）の㐠用により，ඣ❺をはࡌ      

めಖㆤ⪅へのಶู指ᑟを行った。 
       E ᰤ㣴教ㅍによるㅮ話等 

・ẖ日の「㣗育新⪺」の発行（小学校にᥖ♧） 
・学校࣮࣍ム࣮࣌ࢢࣟࣈࢪでの⤥㣗⊩立やࣞࣆࢩの⤂介（ẖ㣗） 
・学⣭ᢸ௵への㣗育資ᩱᥦ供 
・小学校，幼⛶園の⤥㣗ヨ㣗会でのಖㆤ⪅へのㅮ話 
・教育実習生（ู科生）へのㅮ話 
・㣗育ᶆ語のເ集と⾲ᙲ 

 
㸦㸰㸧研究会㸪ㅮ₇会➼の㛤ദ 

 ձ ᩍᖌ力࣮ࢼ࣑ࢭࣉࢵ࢔ 

      㹟 日 ᫬  㸰㸮１９年 ７月６日（ᅵ） 

      㹠 会 場    附属長岡小学校 

      㹡 テ࣮࣐  授業と結び付けた学⣭࡙くりの在り方 

      㹢 内 容    授業公開，授業࡙くりㅮᗙ，学⣭࡙くりㅮᗙ 
      㹣 ཧຍ⪅    ┴内እの教育関ಀ⪅，学生などィ 130 ྡのཧຍ⪅ 

 

 ղ ௧࿴ඖᖺᗘᩍ⫱研究༠㆟会஦๓ᡴ合会 

      㹟 日 ᫬  㸰㸮１９年 㸶月㸰㸮日（ⅆ） 

      㹠 会 場    附属長岡小学校 

      㹡 テ࣮࣐  「新たな世界を創り出す子供をはぐくむ」（➨㸱年次研究） 

      㹢 内 容    分科会（研究ᴫ要のㄝ明，研究会単元の検討，研究会の日⛬とᙺ๭分ᢸ） 
      㹣 ཧຍ⪅    指ᑟ⪅，ྖ会⪅，研究協力⪅ 

໭ிᖌ⠊኱学༡ዟᐇ㦂学校䠈ᜨᕞ附属学校等どᐹ㻌
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⑵　研究会，講演会等の開催
　①　教師力アップセミナー
ａ　日　時　　2019年７月６日（土）
ｂ　会　場　　附属長岡小学校
ｃ　テーマ　　授業と結び付けた学級づくりの在り方
ｄ　内　容　　授業公開，授業づくり講座，学級づくり講座
ｅ　参加者　　県内外の教育関係者，学生など計130名の参加者

　②　令和元年度教育研究協議会事前打合会
ａ　日　時　　2019年　８月20日（火）
ｂ　会　場����附属長岡小学校
ｃ　テーマ　　「新たな世界を創り出す子供をはぐくむ」（第３年次研究）
ｄ　内　容����分科会（研究概要の説明，研究会単元の検討，研究会の日程と役割分担）
ｅ　参加者����指導者，司会者，研究協力者

　③　令和元年度教育研究協議会～文部科学省研究開発指定校～
ａ　日　時　　2019年　９月19日（木）
ｂ　会　場　　附属長岡校園（幼稚園，小学校，中学校）
ｃ　テーマ　　「新たな世界を創り出す子供をはぐくむ」
　　　　　　　　　　―「統合的な学び」の実現を通して―（第３年次研究）
ｄ　内　容����全教科等の授業公開，授業協議会および教育講演会
　　　　⑴　「統合的な学び」の設計
　　　　　・各教科等における「求める子供」と「統合的な学び」の設定
　　　　　・「統合的な学び」を実現する手だての構想
　　　　⑵�　新領域「いのち」を中心とした各教科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの研

究開発�
　　　　　○　授業　・「統合的な学び」を実現するための手だて
　　　　　　　　　　・新領域「いのち」
　　　　　○　講演　・国士舘大学体育学部子どもスポーツ教育学科教授　澤井　陽介　氏
　　　　　　　演題　「主体的･対話的で深い学びの実現を目指す授業改善」
　　　　　　　　　　　・東京大学大学院教育学研究科教授　遠藤　利彦　氏
　　　　　　　演題「子ども期におけるアタッチメントと非認知的な心の発達」
ｅ　参加者　　県内外の教員，学生，学部教員，県・市町村教育委員会指導主事，当校教員等
　　　　　　　約�1100名の参加者

⑶　研究報告等
　 ①　紀要
・『研究紀要　新たな世界を創り出す子供をはぐくむ
　　　―「統合的な学び」の実現を通して―　第３年次研究』（年１回発行）
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　②　文部科学省研究開発指定 研究開発実施報告書
・『令和元年度　研究開発実施報告書・第３年次』
　研究開発課題
　�　知識や情報等を結び付け，多様な「生命」のつながりを発展させたり，「生命」の基盤とな
る「安全」な社会を実現したりする資質や能力をはぐくむための，新領域「いのち」を中心と
した各教科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラムの研究開発

　③　教員の著書・論文・研究発表等
小学道徳通信　はばたこう明日へ2019秋号（2019）教育出版株式会社　実践事例紹介
� 教諭　瀬下圭太郎
学校給食「季節の和食献立」2019.Vol.70�No.777　　　　　　　　　� 栄養教諭　久保　尚子
季刊「栄養教諭」2019�春�第55号「学校給食を活用した各教科等との連携」
� 栄養教諭　久保　尚子
全国数学教育学会誌　数学教育学研究　第25巻　第２号　2019論文採用� 教諭　川上　節夫
東洋館出版社「講座�算数授業の新展開」第６学年　原稿執筆　　� 　�教諭　川上　節夫
小学館　小３，４教育技術５月号「ベテラン教師直伝！夏の研修会200％活用術」�
� 教諭　畠山　明大
小学館　小１，２教育技術11月号「夢中で取り組む自学ノート指導」　　　�� 教諭　畠山　明大
小学館　小１，２教育技術１月号「１月のロケットスタートと３月までに育てたい子どもの姿」
� 教諭　畠山　明大
明治図書　教育Zine「明日の学級づくりに役立つ　学級経営ガイドブック� �教諭　畠山　明大
明治図書　「クラスを最高の笑顔にする！学級経営365日�困った時の突破術」
� 教諭　畠山　明大　　教諭　岡田　順子

⑷　その他
　①　危機管理に対する活動
ａ　大規模災害を想定した引き渡し訓練（６年目）
　・緊急時対応マニュアルの修正・配付
　・体育館での児童引き渡し訓練の実施
ｂ　緊急メール配信システムの整備
ｃ　インストラクターによる全学年着衣泳指導

　②　保護者ボランティアによる学校支援
・読み聞かせ，本の修繕，生け花，花壇整備，自習，校外学習，
　ミシン，水泳，スキーの９つで，約200人が登録。
　児童の安全安心のために教育活動を支援

　③  ＪＲ長岡駅と連携した電車の交通安全教室の実施
「電車のマナー・安全指導」�（ＪＲ長岡駅職員８名）

　④　ＰＴＡ組織の活性化
・��校園スポーツ交流会（インディアカ）の開催

　⑤　教育環境の整備
ａ　高学年教室への電子黒板設置
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１．教育研究
⑴　「統合的な学び」の実現と資質・能力のはぐくみ
　当校を含む附属長岡校園は現在，文部科学省から研究開発学校の指定を受け，物事の意味や本質を
問い，納得解や最適解を求め続ける子供（以下「新たな世界を創り出す子供」）をはぐくんでいる。
そのために子供に必要な資質・能力を，大きく以下のように整理した。

【「新たな世界を創り出す子供」に必要とされる具体的な資質・能力】

　また，「自己の資質・能力への自覚」を促し，「何が分かったか」「何を学んだか」という学習内容
の振り返りだけでなく，子供自身が「何ができるようになったか」「どこに不十分さがあるか」とい
う点を捉える姿を目指している。
　本年度は，「統合的な学び」を実現する手立ての視点を，以下のように明らかにした。

【「統合的な学び」の有効な手立て】

⑵　新領域「いのち」と幼小中一貫カリキュラム開発
　子供が問題を自分事として捉え，粘り強く向き合う姿を実現するため，新領域「いのち」を中心と
した各教科等横断型の幼小中一貫カリキュラムの開発を行っている。
　学習内容は「生命」とその基盤である「安全」とし，それぞれ次のように定義した。

　今年度は，主に以下の成果をまとめた。
　①　「生命」と「安全」を結び付ける単元開発　　　　　　　　　　②�実践事例集の作成
　③　幼小中のつながりを見通した，よりよい単元配列の工夫
　④　それぞれの単元における，学習コンテンツの関連の明確化　　　⑤�評価方法の開発

⑶　教育研究協議会の開催
　令和元年９月19日（木）に教育研究協議会を開催し，新領域「いのち」，及び各教科で公開授業を行っ
た。また，国士舘大学の澤井陽介教授が「主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改善」の演
題で，東京大学の遠藤利彦教授が「子ども期におけるアタッチメントと非認知的な心の発達」を演題

７.６ 附属長岡中学校 

１ 教育研究 

 ⑴ 「統合的な学び」の実現と資質・能力のはぐくみ 

当校を含む附属長岡校園は現在，文部科学省から研究開発学校の指定を受け，物事の意味や本質

を問い，納得解や最適解を求め続ける子供（以下「新たな世界を創り出す子供」）をはぐくんでいる。

そのために子供に必要な資質・能力を，大きく以下のように整理した。 

【「新たな世界を創り出す子供」に必要とされる具体的な資質・能力】 

【認知的資質・能力】 【社会的資質・能力】 【実践的資質・能力】 

「論理的思考力」 「敬意」 「粘り強さ」 

「先を見通す力」 「共感的態度」 「探究心」 

「伝える力」 「協働する力」 「省察的態度」 

また，「自己の資質・能力への自覚」を促し，「何が分かったか」「何を学んだか」という学習内容

の振り返りだけでなく，子供自身が「何ができるようになったか」「どこに不十分さがあるか」とい

う点を捉える姿を目指している。 

本年度は，「統合的な学び」を実現する手立ての視点を，以下のように明らかにした。 

【「統合的な学び」の有効な手立て】 
認知的資質・能力 社会的資質・能力 実践的資質・能力 

論理的思考力 
既習・既有知識とのずれのある課題設定 

理由の妥当性を検討する活動の組織 

敬意 
考えや立場の異なる人との出会い 

粘り強さ 
もう一歩で解決できる課題の設定 

先を見通す力 
解決方法の選択 

 

共感的態度 
共通点に気付かせること 

 

探究心 
新たな疑問や思いを生むこと 

※単元構成や課題設定，条件変更等 

伝える力 
考えや思いを共有するためのこと 

※用語や図，モデル等 

協働する力 
一人では解決できない課題 

 

省察的態度 
変容の自覚を促すこと 

 

 ⑵ 新領域「いのち」と幼小中一貫カリキュラム開発 

子供が問題を自分事として捉え，粘り強く向き合う姿を実現するため，新領域「いのち」を中心

とした各教科等横断型の幼小中一貫カリキュラムの開発を行っている。 

学習内容は「生命」とその基盤である「安全」とし，それぞれ次のように定義した。 

「生命」 有限性，固有性，相互性，連続性という要素をもつ生物の有り様，生き方 

「安全」 生命を脅かす，大きなリスクがないこと 

今年度は，主に以下の成果をまとめた。 

① 「生命」と「安全」を結び付ける単元開発          ② 実践事例集の作成 

③ 幼小中のつながりを見通した，よりよい単元配列の工夫 

④ それぞれの単元における，学習コンテンツの関連の明確化   ⑤ 評価方法の開発 

 

⑶ 教育研究協議会の開催 

令和元年９月 19 日（木）に教育研究協議会を開催し，新領

域「いのち」，及び各教科で公開授業を行った。また，国士舘

大学の澤井陽介教授が「主体的・対話的で深い学びの実現を目
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として講演を行った。参加者は，県内外教員，学生，学部
教員，教育委員会指導主事など，校園全体で1101名（うち
中学校296名）を数え，県内外のモデル校の役割を果たして
いることを示した。

２　地域のモデル校・教員研修の拠点校
⑴　附属学校教員の講師派遣
　長岡市や見附市の教育センター研修講座，公立校の校内
研修などに対し，講師派遣を15回行った。
⑵ 附属学校の授業公開
　教育における地域の中心的役割を果たすべく, ５月には「授業スキル公開講座」, １～２月には来年
度の教育研究協議会に向けた「中間検討会」を開催し，公立校の現職教員や学生に対して授業を公開
した。また，中越教育事務所と連携し，公立校の初任者に対して示範授業を行った。さらに，長岡市
教育センターの教育講座と連携して授業を公開した。いずれの授業においても，参観者からは，「授
業のつくり方や指導技術などについて勉強になった」との声が多数寄せられ，好評であった。

３　大学との連携を図った教員研修・教員養成への協力
⑴　現職教員研修への協力：�教員免許更新講習において，大学教員と連携し，本年度の研究である「統
合的な学びの実現」を取り上げ，ゲストスピーカーとして教員２名を派遣した。
⑵　学部授業，教職大学院授業への協力：講師として学部授業に９回，教職大学院授業に20回派遣し，
授業づくりや研究についての新たな視座を現場から示した。また，新たに遠隔コミュニケーションシ
ステムを導入し，附属長岡中学校の授業をライブ配信で五十嵐キャンパスに配信した。
⑶　教育実習生受け入れ：教育学部のみならず，他学部からも実習生を受け入れ，指導を行った。（本
実習：春期35名，秋期22名, ２年次観察・参加教育実習47名, １年次入門教育実習44名）

４　特色ある教育活動
⑴ 　「ひと・もの・こと」に触れ，多様な価値観に気付き視野を広げる旅行体験
　◆１年生研修旅行（福島：震災と復興）　　　◆２年生修学旅行（沖縄：戦争と平和）【中止】

⑵　様々な「ひと・もの・こと」と出合い，考えを深める学習
　◆英語の授業において留学生を招いて交流を図った。
　◆青年海外協力協会グローバル人材課課長　加藤秀一様をお招きし，親子で講演を聞いた。
　◆県立長岡高等学校の生徒を招き，ディベートの手法を学習した。

⑶　授業・部活動などでの充実した活動
　◆�技術・家庭科（技術分野）での学びを生かし，ロボットコンテスト新潟県代表として４年連続，
関東甲信越大会に出場した。

　◆�部活動では限られた時間の中で工夫して練習し，吹奏楽部が新潟県代表として３年連続，西関東
大会に出場した。男子ソフトテニス部・剣道部が県大会に出場した。

【研究会での授業の様子】
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　科学研究費補助金は，大学等の研究機関に所属する研究者が個人またはグループで行う研究に対す
る補助金であり，競争的資金の形態により，文部科学省及び独立行政法人日本学術振興機構を通して
交付される。
　教育学部では，外部資金を導入して研究の活性化を図るため，科学研究費助成事業に積極的に申請
を行っている。
　現在，科学研究費助成事業の助成を受けている研究分野は，教育科学を始めとして，人文・社会科
学，自然科学，体育学，芸術学など多岐にわたり，様々な研究分野を専門とする教員が所属している
本学部の特徴を示している。また，本学部所属の技術職員も積極的に「奨励研究」への申請を行って
いる。
　平成31年度における科学研究費助成事業の採択状況は下表のとおりである。

採択年度
（平成） 研究種目 研究代表者氏名 研　　究　　課　　題　　名

28 基盤研究（C） 岡 野 勉 国定算術教科書の改訂過程に関する研究：教育実践研究との関連を基本的観点として
28 基盤研究（C） 松 井 賢 二 大学生のキャリア成熟の変容を考慮に入れた包括的キャリア支援プログラムの開発研究
28 基盤研究（C） 長 谷 川 敬 三 等質および局所等質多様体上の複素幾何構造についての研究
28 若手研究（B） 前 田 洋 介 コミュニティ・ガバナンスの制度と空間構造に関する日英比較研究
28 若手研究（B） 田 中 誠 二 戦後復興期の衛生教育に関する実証的研究
28 若手研究（B） 清 水 文 博 手書き文字の字形と学習者の主体性に関する研究－大正期から昭和初期を中心として
29 若手研究（A） 釜 本 健 司 日本の中等公民教育における政治的・社会的判断力育成の歴史的研究
29 基盤研究（C） 小林日出至郎 ホメロスの運動文化思想に関する研究
29 基盤研究（C） 岡 田 祥 平 現代日本語に観察される書体の多様性に関する社会言語学的，音声学的研究
29 基盤研究（C） 神 村 栄 一 児童・思春期に受けた認知行動療法についての成人青年を調査対象とした後ろ向き研究
29 基盤研究（C） 佐 藤 哲 夫 ペアでの美術鑑賞による「他者性の対話」の研究
29 基盤研究（C） 足 立 幸 子 エビデンスに基づいた読書の認知的・非認知的側面の評価手法の開発と評価ガイドの提案
29 基盤研究（C） 入 山 満 恵 子 認知特性の偏りを包括した学童期英語指導の体系化に関する研究
29 基盤研究（C） 鈴 木 賢 治 X線応力測定法の粗大粒および微小領域への拡張
29 若手研究（B） 田 中 恒 彦 ペリネイタル・ロスによる心理的問題の実態調査と支援プログラムの開発
30 基盤研究（B） 天 野 達 郎 運動に伴う汗腺機能の適応メカニズム解明と熱中症予防への応用

30 新学術領域研究
（研究領域提案型） 田 中 咲 子 身振り概念の変化のメカニズムに関する美術史的考察―古代ギリシア･ローマ美術から

30 基盤研究（C） 本 間 伸 輔 英語・日本語における数量詞作用域の決定に関わる統語的要因についての理論的研究
30 基盤研究（C） 福 田 学 教育学と脳科学の関係を自律性の観点から明らかにする現象学研究
30 基盤研究（C） 古 田 和 久 社会階層構造と教育機会の格差に関する実証的研究
30 基盤研究（C） 宮 薗 衛 グローバル時代の異文化間コミュニケーション力育成のための東アジア共同研究体制構築
30 基盤研究（C） 渡 邉 流 理 也 脳の酸素消費状態の評価に基づいた重度脳障害児の表出行動に伴う活動負荷の解明
30 基盤研究（C） 中 島 伸 子 身体的痛みの理解と表現の生涯発達過程
30 基盤研究（C） 工 藤 起 来 アシナガバチが行う個体認識についての包括的検討
31 基盤研究（Ｂ） 世 取 山 洋 介 新教育基本法の比較教育法制研究をふまえた現代立憲主義に基づく逐条解釈
31 基盤研究（Ｂ） 鈴 木 恵 学びのプロセスと日本語書記史を統合する学習材・学習方法・カリキュラムの開発と検証
31 基盤研究（Ｂ） 土 佐 幸 子 日本式アクティブ・ラーニング型教授法開発・実践による６大学物理教育イノベーション
31 基盤研究（Ｂ） 佐 藤 亮 一 レーダポーラリメトリによる広域河川氾濫領域の被災状況把握および救助用陸路検出
31 基盤研究（C） 渡 邊 道 之 シュレーディンガー方程式および波動方程式の非線形性同定逆問題の研究
31 基盤研究（C） 阿 部 好 貴 リテラシーを視座とする学校数学における出口の課題：数学的活動から数学的リテラシー
31 基盤研究（C） 平 尾 篤 利 極間雰囲気が微小径深穴加工用電極工具の成形精度へおよぼす影響の解明
31 挑戦的研究（萌芽） 土 佐 幸 子 理科授業の国際比較に基づく挑戦的な高校理科カリキュラム開発
31 基盤研究（Ｃ） 大 庭 昌 昭 子どもを溺水事故から守る小学校水泳教育プログロムの開発
31 基盤研究（Ｃ） 小 泉 明 子 権力性の観点からみた夫婦同氏制度
31 基盤研究（C） 永 吉 秀 司 ローコスト支持体を活用した弘長寺本殿壁画の再現
31 基盤研究（C） 伊 藤 克 美 汎関数くりこみ群とゲージ対称性
31 基盤研究（C） 高 清 水 康 博 巨大地震津波は北海道西部太平洋岸を繰り返し襲うか？
31 基盤研究（C） 飯 野 由 香 利 ライフステージ毎に必要なリスクマネジメントとESDを学ぶ住教育体制の構築
30 基盤研究（C） 相 庭 和 彦 グローバル人材育成に向けた協働型国際交流プログラムの成果検証と評価方法の再検討

8．外部資金
　8.1　科学研究費助成事業

− 59 −



　寄附金は，民間企業，団体，個人等から学術研究の経費，教育・研究その他事業の奨励および支援
または学生に給与または貸与する学資等として受け入れるものである。
　平成31年度における寄附金の新規受入状況は下表のとおりである。

研究代表者 寄　附　者 目　　的
志賀　隆 山下　伸子 教育学部理科教育専修生物学分野の教育・研究
志賀　隆 志賀　隆 緑色植物に関する研究および教育活動に対す
志賀　隆 株式会社　地域環境計画 湿地環境および水生・湿生植物の情報収集整�
鎌田　正喜 鎌田　正喜 新規抗マラリア剤の合成研究に対する助成�
教育学部 日本税理士会連合会 日本税理士会連合会による将来の租税教育を
体育科 山崎　健 保健体育・スポーツ科学講座の教育研究活動
山崎　健 山崎　健 スポーツ科学活動研究宇科学活動への支援

　受託研究および受託事業は，地方公共団体・民間等外部の機関からの委託を受けて，委託者の負担
する経費を使用し，本学部の教員が業務として研究を行い，その成果を委託者に報告するものである。
　平成31年度における新規受託研究および受託事業は下表のとおりである。

○　受託研究
研究担当者 委　託　者 研　究　題　目
志賀　隆 日光市 「シモツケコウホネ」保全調査研究

横山　知行 新潟県 教職員における精神的不調による病休等取得者の職場復帰後の転
帰に関する研究

志賀　隆 国立研究開発法人　国立環
境研究所 効果的な湿地モニタリング手法の開発

志賀　隆 神奈川県立生命の星・地球
博物館 令和元年度レッドデータ生物調査

○　受託事業
事業担当者 委　託　者 事　業　題　目

平成31年度　無し

　本学部の教員が，地方公共団体・民間等外部の機関の研究者と対等の立場で共同して研究を行うも
のである。
　平成31年度における新規共同研究は下表のとおりである。

研究担当者 共同研究相手方 研　究　題　目
村山　敏夫 日産自動車株式会社 高齢者の交通事故抑止環境整備のための運動
天野　達郎 株式会社ブルボン スポーツ栄養食品の機能性評価研究
村山　敏夫 株式会社TBWA＼HAKUHODO トリトン・セーフティ・イニシアティブ～まち・生活・交通の安全

な未来へ～

　8.2　寄附金

　8.3　受託研究および受託事業

　8.4　共同研究
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㻙㻔220㻕 㻔226㻕 㻔117㻕 㻔51㻚8㻕 㻔109㻕 㻔48㻚2㻕 㻔128㻕 㻔56㻚6㻕 㻔98㻕 㻔43㻚4㻕 㻔0㻕

㻔0㻚9㻕
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බົ員 教員 ௻ᴗ等 計 බົ員 教員 ௻ᴗ等 計 බົ員 教員 ௻ᴗ等 計

233 19 16 17 130 51 198 17 130 51 198 100㻚0 100㻚0 100㻚0 100㻚0

39 0 0 11 0 28 39 11 0 28 39 100㻚0 䠉　 100㻚0 100㻚0

16 0 0 3 0 13 16 3 0 13 16 100㻚0 䠉　 100㻚0 100㻚0

28 6 3 6 2 11 19 6 2 11 19 100㻚0 100㻚0 100㻚0 100㻚0

67 8 7 2 18 32 52 2 18 32 52 100㻚0 100㻚0 100㻚0 100㻚0

383 33 26 39 150 135 324 39 150 135 324 100㻚0 100㻚0 100㻚0 100㻚0
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学⩦♫఍䝛䝑䝖䝽䞊䜽ㄢ⛬

生 ά ⛉ 学 ㄢ ⛬

೺ᗣ䝇䝫䞊䝒⛉学ㄢ⛬

ⱁ ⾡ ⎔ ቃ ๰ 㐀 ㄢ ⛬

計
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１．５．１現在

学級数 １学級定員 収容定員 現員

３歳児学級 1 20 20 20

４歳児学級 1 35 35 28

５歳児学級 1 35 35 27

12 35 420 407

複式学級 3 16 48 48
複式学級は外数

12 35 420 387

9 40 360 357

9 40 360 355

小学部
（複式学級）

3 6 18 17

特別支援学校 中学部 3 6 18 18

高等部 3 8 24 26

57 1,758 1,690

長　岡　中　学　校

合　　　計

教育学部附属学校生徒数

校　　園　　名

幼稚園

新　潟　小　学　校

長　岡　小　学　校

新　潟　中　学　校
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